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朝
の
う
ち
は
天
候
も
心
配
さ
れ

た
が
、
爽
や
か
な
ま
ず
ま
ず
の
ス

ポ
ー
ツ
日
和
と
な
っ
た
。
消
毒
な

ど
も
徹
底
し
て
行
わ
れ
た
競
技
の

一
つ
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
る
な
！
夏

空
の
下
の
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
競
争
」

は
、
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル
を
載
せ
た
お

た
ま
を
手
に
平
均
台
の
上
を
通
過

し
た
後
、
ド
リ
ブ
ル
、
パ
ン
つ
か

み
な
ど
を
全
て
ク
リ
ア
す
る
と
い

う
ハ
ー
ド
な
障
害
物
競
走
。
苦
戦

す
る
人
も
続
出
し
て
い
た
。

　

午
後
は
各
団
の
応
援
合
戦
で
幕

開
け
。
昨
年
に
引
き
続
き
団
リ
ー

ダ
ー
だ
け
の
応
援
に
な
っ
た
が
、

ど
の
団
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
応
援

を
披
露
し
た
。
応
援
優
勝
し
た
青

閉
会
式
で
結
果
発
表
の
瞬
間
、
歓
喜
あ
ふ
れ
る
白
虎
団

　

第
５８
回
体
育
大
会
が
６
月
１５
日
、「
お
互
い
を
尊
重
し
合
お
う　

自
分
の
た
め
に
世
界

の
た
め
に
未
来
の
た
め
に
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
行
わ
れ
た
。
今
年
も
感
染
対
策
を
図
る
た

め
競
技
を
工
夫
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
保
護
者
の
声
援
の
中
、
各
団
が
競
い
合
っ
た
。

白
虎
団
総
合
Ｖ

白
虎
団
総
合
Ｖ

　

７
月
２
日（
土
）深
夜
か
ら
続
い
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

の
大
規
模
な
通
信
障
害
。
４
日（
月
）午
後
４
時

頃
に
は
全
国
で
ほ
ぼ
復
旧
し
た
と
発
表
さ
れ
た

が
、
そ
の
間
、ａ
ｕ
、UQ mobile

、povo

に
契

約
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
そ
し
て
ａ
ｕ

回
線
を
利
用
し
て
い
る
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
（
格
安SIM

を
提
供
す
る
事
業
者
）が
影
響
を
受
け
、通
話
が

で
き
ず
デ
ー
タ
通
信
も
つ
な
が
り
に
く
い
状
態

が
続
い
た
。会
社
は
こ
の
障
害
で
、最
大
３
９
１

５
万
の
回
線
利
用
者
に
影
響
し
た
可
能
性
が
あ

る
と
し
、「
通
信
事
業
者
と
し
て
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
」
と
陳
謝
し
た
★
障
害
発
生
中
か

ら
ネ
ッ
ト
上
で
は
、「
通
話
も
決
済
も
で
き
ず

焦
っ
た
」、「
納
品
の
品
数
が
確
認
で
き
な
い
」

と
い
っ
た
不
安
や
困
惑
の
声
が
相
次
い
だ
。
ま

た
、
今
回
の
騒
動
を
受
け
、
ａ
ｕ
回
線
か
ら
他

社
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
乗
り
換
え
を
検
討

す
る
利
用
者
も
見
ら
れ
た
★
も
っ
と
も
、
私
た

ち
高
校
生
は
デ
ー
タ
通
信
の
「
ギ
ガ
」
を
節
約

す
る
た
め
、
つ
な
げ
る
の
は
主
にW

i–Fi

。
土

日
は
家
でW

i–Fi

を
使
え
た
し
、
フ
リ
ーW

i–
Fi

が
使
え
る
所
だ
っ
て
あ
る
。
通
話
もW

i–Fi

が
つ
な
が
っ
て
い
れ
ばLINE

ア
プ
リ
で
事
足

り
る
た
め
、
今
回
の
騒
動
は
ａ
ｕ
回
線
利
用
者

で
も
そ
れ
ほ
ど
困
ら
な
か
っ
た
高
校
生
が
少
な

く
な
い
は
ず
だ
。「
不
幸
中
の
幸
い
」
に
か
け

て
「
不
幸
中
のW

i–Fi

」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
ト

レ
ン
ド
入
り
し
た
★
だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
警

察
や
救
急
に
緊
急
通
報
も
で
き
ず
、
命
に
関
わ

る
重
大
な
事
態
に
も
な
り
得
た
。
私
た
ち
の
生

活
や
社
会
経
済
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、

便
利
で
必
要
不
可
欠
な
ス
マ
ホ
。
だ
が
、
通
信

で
き
な
け
れ
ば
無
用
の
長
物
だ
。W

i–Fi

も
必

ず
使
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
通
信
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
企
業
は
し
っ
か
り
と
再
発
防
止
に
努

め
て
も
ら
い
た
い
。
同
時
に
、
私
た
ち
も
ス
マ

ホ
に
依
存
し
過
ぎ
て
は
い
な
い
か
、
考
え
さ
せ

ら
れ
る
機
会
に
な
っ
た
。【
村
野
魁
俐
】

デコレーション １位の白虎団の作品

青
龍
団
の
キ
レ
あ
る
応
援
紹
介

　

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

に
あ
る
本
校
の
姉
妹
校
、
チ
ェ
ス

タ
ー
ト
ン
高
校
を
訪
問
す
る
派
遣

団
が
８
月
に
派
遣
さ
れ
る
。
訪
問

す
る
の
は
生
徒
１０
人
と
仲
井
校
長

先
生
、
小
谷
先
生
で
、
チ
ェ
ス
タ

ー
ト
ン
高
校
訪
問
は
４
年
ぶ
り
。

一
行
は
８
月
２０
日
に
出
発
し
、
２９

日
に
帰
国
す
る
。
毎
日
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
な
が
ら
、
同
校
で
日
本
語

の
授
業
に
参
加
す
る
ほ
か
、
本
校

の
紹
介
や
、け
ん
玉
、コ
マ
回
し
、

折
り
紙
な
ど
の
日
本
文
化
を
伝
え

た
り
、
日
本
語
の
ク
イ
ズ
を
行
っ

た
り
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
２６
、
２７
日
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

結
果
待
ち
の
間
、
シ
カ
ゴ
美
術
館

な
ど
シ
カ
ゴ
市
内
を
観
光
す
る
。

　

派
遣
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
の
一

人
、
辻
汐
渚
耶
さ
ん
（
２１
Ｈ
）
は

「
姉
妹
校
の
生
徒
達
と
の
交
流
を

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
意
気
込
む（
右
か
ら
）酒
井
さ
ん
、碓
井
さ
ん

気
合
い
十
分
の
（
左
か
ら
）
飯
田
さ
ん
、
牧
さ
ん
、
館
さ
ん

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
６
月
４

～
６
日
に
行
わ
れ
た
県
高
校
総
体

の
女
子
個
人
対
抗
ダ
ブ
ル
ス
で
、

酒
井
愛
未
（
３７
Ｈ
）・
碓
井
美
吹

（
２８
Ｈ
）
ペ
ア
が
２
位
、
さ
ら
に

シ
ン
グ
ル
ス
で
も
酒
井
さ
ん
が
２

位
に
入
り
、
計
２
部
門
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
の
切
符
を
手
に
し
た
。

　

酒
井
さ
ん
は
「
２
位
で
悔
し
か

っ
た
が
、
ま
だ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

続
け
ら
れ
る
う
れ
し
さ
と
、
毎
年

の
全
国
大
会
出
場
記
録
を
止
め
な

く
て
良
か
っ
た
と
い
う
安
心
を
感

じ
た
」
と
県
大
会
を
振
り
返
る
。

今
は
、
自
分
の
苦
手
の
改
善
や
得 夏

の
陣
に
挑
む

　

こ
の
夏
も
国
際
高
か
ら
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔
道
、
ユ
ネ
ス
コ
、
放
送
、
新
聞
の
５
つ
の
部
活
動
と
、
個
人
登
録
の
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
、
弁
論
の
２
つ
の
部
門
が
全
国
の
大
舞
台
に
挑
む
。

2
部
門
でイ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

バドミントン部

3
部
門
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場

柔道部
　

柔
道
部
は
、
５
月
８
日
に
行
わ

れ
た
県
高
校
総
体
の
個
人
戦
で
、

男
子
９０
キ
ロ
級
で
飯
田
夏
樹
さ
ん

（
３３
Ｈ
）
が
優
勝
、
女
子
６３
キ
ロ

級
で
牧
日
千
華
さ
ん
（
３３
Ｈ
）
が

昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
、
さ
ら
に

女
子
７８
キ
ロ
級
で
も
館
来
華
さ
ん

（
１５
Ｈ
）
が
優
勝
し
、
３
部
門
で

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。

　

飯
田
さ
ん
は
「
目
標
を
達
成
で

き
、
大
き
な
歓
声
を
受
け
う
れ
し

か
っ
た
」
と
優
勝
の
瞬
間
を
振
り

和
田
さ
ん

個
人
エ
ペ
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

フェンシング
　

和
田
め
い
さ
ん
（
２２
Ｈ
）
＝
写

真
＝
が
６
月
４
、
５
日
に
行
わ
れ

た
県
高
校
総
体
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競

技
の
女
子
個
人
エ
ペ
で
２
位
に
入

り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
切
符
を

手
に
し
た
。

　

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
が
決
ま

っ
た
時
の
記
憶
が
な
い
」
と
語
る

和
田
さ
ん
。
個
人
フ
ル
ー
レ
で
は

３
位
に
入
り
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
は
な
ら
な
か
っ
た
が
北
信
越
大

会
出
場
を
決
め
た
。

　

エ
ペ
は
全
身
す
べ
て
が
有
効
面

で
、
先
に
突
い
た
方
に
ポ
イ
ン
ト

が
入
り
、
両
者
同
時
に
突
い
た
場

合
は
双
方
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

前
腕
を
狙
っ
て
の
攻
防
か
ら
一

稲
谷
さ
ん県

代
表
で
総
文
祭
へ

弁論
　

稲
谷
澪
さ
ん
（
３１
Ｈ
）
＝
写
真

全
国
総
文
祭
に
26
年
連
続
出
場

新聞部

42
年
連
続
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
に
出
場

放送部

　

新
聞
部
は
、
８
月
１
日
か
ら
３

日
に
か
け
て
東
京
都
千
代
田
区
の

三
輪
田
学
園
中
学
・
高
校
で
行
わ

れ
る
第
４６
回
全
国
高
校
総
合
文
化

祭
新
聞
部
門
に
出
場
す
る
。

　

本
校
は
、
昨
年
１２
月
の
「
第
２６

　

放
送
部
は
６
月
１９
日
に
行
わ
れ

た
第
６１
回
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス

ト
で
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
、

研
究
発
表
の
２
部
門
で
優
秀
賞
２

位
を
獲
得
し
、
７
月
２６
～
２８
日
に

東
京
で
行
わ
れ
る
第
６９
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
に

４２
年
連
続
で
出
場
が
決
定
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
部
は
、
８
月
２
日
か

ら
４
日
に
か
け
て
東
京
都
小
金
井

市
の
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

る
第
４６
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
に
出
場
す
る
。

　

部
長
の
徳
山
結
衣
さ
ん
（
２２

Ｈ
）
は
「
国
際
高
ユ
ネ
ス
コ
部
の

活
動
が
わ
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ

全
国
総
文
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
に
出
場

ユネスコ部

第 ５8 回
体育大会

互
い
尊
重
し

互
い
尊
重
し
熱
戦
熱
戦

7つの部 全国の舞台へ7つの部 全国の舞台へ

　

今
年
度
前
期
の
生
徒
会
役
員
選
挙
が
４
月
２６
、
２７
日
に
行
わ
れ
、
生
徒
会
長
に
金
多
惠
さ

ん
（
３２
Ｈ
）、
副
会
長
に
片
桐
花
音
さ
ん
（
３３
Ｈ
）、
会
計
に
尾
崎
楓
さ
ん
（
３４
Ｈ
）
と
城
岡

奈
津
海
さ
ん
（
２３
Ｈ
）
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
た
。
新
聞
部
は
、
生
徒
会
執
行
部
の
４
人
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。（
敬
称
略
）

いろんなことに挑戦できる学校に
生徒会 金執行部が発足

（左から）尾崎会計、片桐副会長、金会長、城岡会計

【
質
問
項
目
】

①
選
挙
に
立
候
補
し
た
理
由

②
今
後
の
目
標
、
頑
張
り
た
い

こ
と

③
（
生
徒
会
で
）
い
ま
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と

④
ど
の
よ
う
な
生
徒
会
に
し
て

い
き
た
い
？

⑤
学
校
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
？

生
徒
会
長　

金
多
惠
（
３２
Ｈ
）

①
昨
年
度
後
期
の
副
会
長
の
時

は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
よ
り

積
極
的
に
挑
戦
し
、
生
徒
会
長

龍
団
（
青
団
）
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
抜
群
の
切
れ
の
あ
る
演
舞
や
ダ

ン
ス
で
魅
了
し
た
。
応
援
団
長
の

中
邑
真
采
さ
ん
（
３２
Ｈ
）
は
「
練

習
時
間
も
限
ら
れ
た
中
、
団
リ
ー

ダ
ー
が
各
自
で
自
主
練
習
も
行

い
、
頑
張
っ
た
結
果
が
応
援
優
勝

に
つ
な
が
っ
た
。
団
員
全
員
に
感

謝
し
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

総
合
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の

は
、
序
盤
の
競
技
か
ら
圧
倒
的
な

強
さ
を
見
せ
た
白
虎
団
（
白

団
）。
団
長
の
海
苔
弥
々
さ
ん

（
３５
Ｈ
）
は
「
体
育
大
会
を
通
し

て
、
団
結
力
の
大
切
さ
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
他
学
年

と
関
わ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
か
っ

た
が
、
皆
で
一
つ
の
こ
と
を
や
り

遂
げ
た
達
成
感
は
大
き
か
っ
た
。

競
技
と
デ
コ
で
も
１
位
を
獲
得
で

き
、
総
合
優
勝
で
き
て
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
」
と
満
面
の
笑
み
で

振
り
返
っ
た
。

　

新
聞
部
は
、
恒
例
の
体
育
大
会

速
報
を
当
日
に
３
回
発
行
し
た
。

【
結
果
】

総　
　

合
＝
①
白
虎
団
②
青
龍
団

競
技
の
部
＝
①
白
虎
団
②
青
龍
団

デ
コ
の
部
＝
①
白
虎
団
②
青
龍
団

応
援
の
部
＝
①
青
龍
団
②
朱
雀
団

衣
装
の
部
＝
①
朱
雀
団
②
青
龍
団

【
澤
武
未
依
】

意
を
伸
ば
す
練
習
に
取
り
組
み
、

雰
囲
気
を
良
く
す
る
た
め
に
皆
が

常
に
声
を
出
す
よ
う
に
し
て
い

る
。
目
標
は
ベ
ス
ト
３２
入
り
。

「
３
年
間
で
教
え
て
も
ら
っ
た
こ

と
を
全
て
出
し
、
自
分
ら
し
く
悔

い
が
残
ら
な
い
よ
う
な
プ
レ
ー
を

し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

ま
た
、
入
学
し
た
頃
か
ら
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
が
目

標
だ
っ
た
碓
井
さ
ん
は
「
１
回
で

も
多
く
勝
ち
た
い
。
大
き
な
舞
台

で
自
分
の
実
力
を
全
て
出
せ
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
。
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
、
最
後
ま

で
諦
め
ず
に
頑
張
り
ま
す
」
と
話

し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
ダ
ブ
ル
ス
が

７
月
２６
日
、
シ
ン
グ
ル
ス
は
２７

日
、
徳
島
市
の
と
く
ぎ
ん
ト
モ
ニ

ア
リ
ー
ナ
（
徳
島
市
立
体
育
館
）

で
行
わ
れ
る
。

返
る
。
今
は
筋
ト
レ
と
実
践
を
中

心
に
し
た
稽
古
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
目
標
は
ベ
ス
ト
８
入
り
。

「
持
て
る
力
全
て
を
出
し
切
っ
て

悔
い
の
な
い
試
合
を
し
た
い
」
と

話
す
。
ま
た
、
牧
さ
ん
と
館
さ
ん

は
現
在
、
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
基
本
練
習
に
励

ん
で
い
る
。
牧
さ
ん
は
「
ベ
ス
ト

８
入
り
が
目
標
。
試
合
を
楽
し
ん

で
き
ま
す
」、
館
さ
ん
は
「
目
標

は
１
勝
す
る
こ
と
。
自
分
の
持
っ

て
い
る
力
を
出
し
て
頑
張
り
ま

す
」
と
話
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
８
月
６
～
１０

日
、
松
山
市
の
愛
媛
県
武
道
館
で

開
催
。
男
子
の
個
人
戦
は
８
日
、

女
子
の
個
人
戦
は
最
終
日
の
１０
日

に
行
わ
れ
る
。

転
、
つ
ま
先
へ
の
意
表
を
突
く
攻

め
、
あ
る
い
は
機
を
見
て
思
い
切

っ
た
接
近
戦
に
持
ち
込
む
な
ど
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
か
つ
変
化
に
富
ん
だ

試
合
展
開
が
見
ど
こ
ろ
と
な
る
そ

う
だ
。
ち
な
み
に
フ
ル
ー
レ
は
、

剣
を
持
っ
て
向
か
い
合
っ
た
両
選

手
の
う
ち
、
先
に
腕
を
伸
ば
し
剣

先
を
相
手
に
向
け
た
方
に
「
優
先

権
」（
反
撃
の
権
利
）
が
生
じ
る
。

　

分
厚
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る

た
め
、
今
は
試
合
中
の
暑
さ
に
耐

え
ら
れ
る
よ
う
に
エ
ア
コ
ン
を
消

し
て
み
た
り
、
足
が
筋
肉
痛
に
な

り
や
す
い
の
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し

た
り
し
て
い
る
。「
目
標
は
ベ
ス

ト
８
入
り
。
試
合
が
終
わ
っ
て
頑

張
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
８
月
５
日
、

香
川
県
高
松
市
の
高
松
市
総
合
体

育
館
で
行
わ
れ
る
。

＝
が
、
８
月
１
日
か
ら
３
日
に
か

け
て
東
京
都
文
京
区
の
文
京
学
院

大
学
で
行
わ
れ
る
第
４６
回
全
国
高

校
総
合
文
化
祭
弁
論
部
門
に
、
富

山
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

弁
士
は
７
分
間
以
内
で
弁
論
を

行
い
、
７
人
の
審
査
員
に
よ
っ
て

論
旨
６０
点
、
表
現
４０
点
の
計
１
０

０
点
満
点
で
採
点
さ
れ
る
。

　

２
年
生
の
時
か
ら
変
わ
ら
ず
、

認
知
症
に
つ
い
て
取
り
組
む
稲
谷

さ
ん
は「
自
分
の
経
験
を
も
と
に
、

認
知
症
は
他
人
事
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
全
て
の
人
に
訴
え
か
け

る
弁
論
を
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　

今
は
、
抑
揚
や
場
面
に
よ
る
表

情
の
工
夫
、
発
声
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
選
ば
れ
た
か
ら
に

は
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
名

の
あ
る
賞
を
と
り
た
い
。
周
り
の

支
え
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る

弁
論
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
」
と

話
し
て
い
た
。

う
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
他
の
高
校
の
方
の
発
表

や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
活

動
で
い
ろ
い
ろ
情
報
を
吸
収
し
、

国
際
高
で
も
真
似
で
き
る
よ
う
な

ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
れ
ば
進
ん
で
行

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

部
長
の
池
田
朝
陽
さ
ん
（
３６

Ｈ
）
は
「
作
品
の
中
で
、
伝
え
た

い
こ
と
を
正
し
く
伝
え
る
。
そ
の

た
め
に
た
く
さ
ん
撮
影
し
、
編
集

し
て
、
作
品
制
作
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
い
う
こ
と
を
心
が
け

て
い
る
。
目
標
は
優
勝
で
す
」
と

力
強
く
話
し
た
。

回
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審

査
」
予
備
審
査
で
入
賞
し
、
全
国

総
文
祭
の
表
彰
参
加
で
の
出
場
権

を
得
た
。
同
審
査
に
は
２６
年
連
続

で
入
賞
し
て
お
り
、
今
年
の
総
文

祭
で
の
本
審
査
で
も
受
賞
が
期
待

さ
れ
る
。
ま
た
、
全
国
の
高
校
新

聞
部
員
で
編
成
さ
れ
た
班
で
都
内

各
地
を
取
材
し
、
交
流
新
聞
を
作

成
す
る
。

　

７
月
３１
日
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
行
わ
れ
る
全
国
総
文
祭
の

総
合
開
会
式
に
も
、
富
山
県
代
表

と
し
て
出
場
す
る
柳
澤
和
音
実
さ

ん
（
２３
Ｈ
）
は
「
全
国
の
高
校
新

聞
部
員
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
今

後
の
新
聞
作
り
に
活
か
し
た
い
。

貴
重
な
機
会
な
の
で
実
り
の
あ
る

も
の
に
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。

　

他
に
、
８
月
３１
日
の
北
日
本
新

聞
に
掲
載
さ
れ
る
全
国
総
文
祭
ニ

ュ
ー
ス
「
ら
い
ち
ょ
う
」
の
取
材

も
行
う
。

と
し
て
生
徒
た
ち
が
よ
り
楽
し

く
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ

ー
ト
し
た
い
か
ら

②
生
徒
会
活
動
と
、
大
学
進
学

に
向
け
て
の
事
前
学
習
を
頑
張

り
た
い
で
す
。
ま
た
、
本
を
た

く
さ
ん
読
む
の
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。
本
は
、
自
分
が
直
接

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
手
段
で
す
。
学
校
の
勉
強
だ

け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
勉

強
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
国
際
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
ほ
ぼ
な
か
っ

た
、
先
輩
と
後
輩
と
の
関
わ
り

を
増
や
し
た
い
か
ら
作
っ
た
グ
ル

ー
プ
で
す
。
今
は
参
加
率
を
高
め

る
た
め
に
生
徒
会
執
行
部
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

④
学
年
関
係
な
く
み
ん
な
が
仲
良

く
、
た
く
さ
ん
話
し
合
う
生
徒
会

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

生
徒
会
と
し
て
過
ご
し
た
時
間
が

い
い
経
験
や
思
い
出
に
残
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

⑤
偏
見
な
く
誰
で
も
し
っ
か
り
自

分
の
意
見
を
出
し
、
責
任
感
を
持

っ
て
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
す
る

こ
と
が
で
き
る
学
校
に
し
た
い
で

す
。

副
会
長　

片
桐
花
音
（
３３
Ｈ
）

①
生
徒
会
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
。

②
勉
強
と
の
両
立
を
し
な
が
ら
積

極
的
に
生
徒
会
活
動
に
励
み
た
い
。

③
国
際
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
と
こ

れ
か
ら
し
た
い
活
動
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
。

④
何
を
し
て
い
る
の
か
全
校
生
徒

に
伝
わ
る
よ
う
な
活
気
の
あ
る
生

徒
会
。

⑤
生
徒
全
員
が
充
実
感
を
持
ち
、

お
互
い
に
高
め
合
え
る
学
校
。

会
計　

尾
崎　

楓
（
３４
Ｈ
）

①
生
徒
一
人
一
人
の
声
を
大
切
に

し
、
国
際
高
校
の
一
員
で
あ
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
素

晴
ら
し
い
学
校
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

②
生
徒
会
会
計
と
し
て
生
徒
会

の
サ
ポ
ー
ト
や
み
な
さ
ん
の
思

い
出
に
残
る
学
校
生
活
に
す
る

た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
国
際
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
で

す
。
５
月
３０
日
に
初
め
て
第
１

回
を
開
催
し
た
の
で
す
が
、
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
生
徒
の
交
流

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
っ
た
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！
！

④
学
校
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く

た
め
に
、
受
け
身
で
は
な
く
、

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
る

生
徒
会
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑤
国
際
高
校
の
魅
力
で
あ
る
異

文
化
交
流
を
も
っ
と
広
げ
、
学

年
関
係
な
く
、
様
々
な
人
と
の

出
会
い
が
あ
る
素
晴
ら
し
い
学

校
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま

た
、
勉
強
だ
け
で
な
く
行
事
や

部
活
動
に
も
全
力
を
注
げ
る
生

徒
の
多
い
、
活
気
あ
ふ
れ
る
学

校
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

会
計　

城
岡
奈
津
海
（
２３
Ｈ
）

①
中
学
の
時
も
生
徒
会
活
動
を

し
て
い
た
の
で
、
そ
の
時
の
経

験
を
活
か
し
て
国
際
高
校
を
引

っ
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た

か
ら
。

②
よ
り
良
い
学
校
に
す
る
た
め

に
、
生
徒
会
で
国
際
高
校
に
つ

い
て
話
す
機
会
を
増
や
す
こ
と
。

③
た
く
さ
ん
の
国
際
生
に
国
際

ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し

て
も
ら
う
こ
と
。

④
先
輩
、
後
輩
関
係
な
く
、
学

校
に
対
し
て
思
っ
て
い
る
こ
と

を
言
い
合
え
る
明
る
い
生
徒
会
。

⑤
一
人
一
人
が
目
標
に
向
か
っ

て
成
長
し
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
明
る
く
楽
し
い
学
校
。

国
際
ス
タ
デ
ィ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
よ
う

通
し
て
、
海
外
と
日
本
と
の
文
化

の
違
い
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い

参
加
を
決
め
た
。
準
備
期
間
は
短

い
が
、
自
分
な
り
に
英
語
の
勉
強

や
決
意
な
ど
の
準
備
を
整
え
て
訪

問
に
臨
み
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

４
年
ぶ
り
に
米
姉
妹
校
訪
問
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図 ２　性別と起床時刻との関連

　

男
女
別
に
平
日
メ
デ
ィ
ア
時
間

と
生
活
習
慣
（
就
寝
時
刻
、
起
床

時
刻
、
朝
食
摂
取
、
運
動
頻
度
、

睡
眠
不
足
感
）
と
の
関
連
を
分
析

し
た
。
有
意
差
が
見
ら
れ
た
項
目

は
、
次
の
通
り
。

　

男
子
で
は
、
平
日
の
メ
デ
ィ
ア

時
間
と
関
連
が
見
ら
れ
た
生
活
習

慣
は
、
就
寝
時
刻
、
睡
眠
不
足

感
、
平
日
の
睡
眠
時
間
。
休
日
の

メ
デ
ィ
ア
時
間
と
関
連
が
見
ら
れ

た
の
は
起
床
時
刻
だ
っ
た
。

　

女
子
で
は
、
平
日
の
メ
デ
ィ
ア

時
間
と
関
連
が
見
ら
れ
た
生
活
習

慣
は
平
日
の
睡
眠
時
間
。
休
日
の

メ
デ
ィ
ア
時
間
と
関
連
が
見
ら
れ

た
生
活
習
慣
は
運
動
頻
度
だ
っ

た
。
図
１５
～
２０
に
示
し
た
。

図 14 に女子の休日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連を示した。勉強時間に差が見

られた箇所は 3 時間以上 5 時間未満であった。つまり、女子は休日のメディア時間と非テスト期間の勉

強時間に関連が見られ、休日のメディア時間が 3 時間未満の生徒に非テスト期間の勉強時間が 3 時間以

上 5 時間未満の者が多くいることが分かった。 

 

 
図 14. 女子の休日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連 

 

33--44..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと生生活活習習慣慣のの関関連連  
男女別に平日メディア時間と生活習慣（就寝時刻、起床時刻、朝食摂取、運動頻度、睡眠不足感）と

の関連を分析した。有意差が見られた項目は、以下の通りであった。 

男子の平日のメディア時間と関連が見られた生活習慣は、就寝時刻、睡眠不足感、平日の睡眠時間で

あった。男子の休日のメディア時間と関連が見られた生活習慣は起床時刻であった。 

女子の平日のメディア時間と関連が見られた生活習慣は、平日の睡眠時間であった。女子の休日のメ

ディア時間と関連が見られた生活習慣は運動頻度であった。図 15～20 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15. 男子の平日のメディア時間と就寝時刻との関連 

図 15 より、平日メディアを 3 時間以上利用する生徒に 24 時以降に就寝する者が多かった。 
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図１４　女子の休日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連

　

図
１５
よ
り
、
男
子
で
平
日
に
メ

デ
ィ
ア
を
３
時
間
以
上
利
用
す
る

生
徒
に
、
２４
時
以
降
に
就
寝
す
る

人
が
多
い
。
寝
る
時
間
を
削
っ
て

メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

　

図
１６
よ
り
、
男
子
で
平
日
の
メ

デ
ィ
ア
利
用
が
３
時
間
以
上
の
生

徒
に
、
睡
眠
不
足
感
を
感
じ
る
人

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

図
１７
よ
り
、
男
子
で
平
日
の
メ

デ
ィ
ア
利
用
が
３
時
間
以
上
の
生

徒
の
方
が
、
平
日
の
睡
眠
時
間
が

短
い
。

　

図
１８
よ
り
、
男
子
で
休
日
に
メ

デ
ィ
ア
を
３
時
間
以
上
利
用
す
る

生
徒
に
８
時
台
、
７
時
台
に
起
床

す
る
人
が
多
い
。

　

男
子
は
、
平
日
の
メ
デ
ィ
ア
利

用
が
３
時
間
以
上
の
群
で
、
就
寝

時
刻
が
遅
く
睡
眠
不
足
を
感
じ
て

い
る
人
の
割
合
が
多
か
っ
た
。
ま

た
、
休
日
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
が
３

時
間
以
上
の
群
で
、
起
床
時
刻
が

遅
か
っ
た
。

　

図
１９
よ
り
、
女
子
で
平
日
の
メ

デ
ィ
ア
利
用
が
３
時
間
以
上
の
生

徒
の
方
が
、
平
日
の
睡
眠
時
間
が

短
い
。

　

男
子
と
女
子
の
両
方
に
お
い

て
、
平
日
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
が
３

時
間
以
上
の
生
徒
は
、
３
時
間
未

満
の
生
徒
と
比
較
し
て
睡
眠
時
間

が
短
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

図
２０
よ
り
、
女
子
で
休
日
の
メ

デ
ィ
ア
時
間
と
運
動
習
慣
に
関
連

が
見
ら
れ
た
。
週
１
日
運
動
し
て

い
る
割
合
が
高
い
の
は
休
日
に
３

時
間
以
上
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
て

い
る
生
徒
で
あ
り
、
週
４
日
以
上

運
動
し
て
い
る
割
合
が
高
い
の

は
、
休
日
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
が
３

時
間
未
満
の
生
徒
だ
っ
た
。

　

①
と
②
の
分
析
よ
り
、
複
数
の

生
活
習
慣
項
目
に
お
い
て
性
別
と

関
連
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
性

別
に
分
け
て
分
析
を
行
っ
た
。
は

じ
め
に
、
国
際
生
の
メ
デ
ィ
ア
利

用
と
勉
強
時
間
の
実
態
を
図
５
～

１２
に
示
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
や
勉
強
時

間
に
、
学
年
や
性
別
で
有
意
な
差

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
休
日
の
メ

デ
ィ
ア
利
用
時
間
で
は
、
２
年
生

の
男
子
に
５
時
間
以
上
と
長
時
間

の
生
徒
が
見
ら
れ
た
。

　

次
に
、
澤
先
生
に
よ
る
と
過
去

の
研
究
結
果
か
ら
３
時
間
以
上
の

メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
と
望
ま
し
く

な
い
生
活
習
慣
と
の
関
連
が
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
メ
デ
ィ

ア
利
用
を
「
３
時
間
未
満
」
と

「
３
時
間
以
上
」
に
分
け
て
分
析

を
行
っ
た
。

　

男
女
別
に
、
平
日
の
メ
デ
ィ
ア

時
間
と
非
テ
ス
ト
期
間
・
テ
ス
ト

期
間
そ
れ
ぞ
れ
の
勉
強
時
間
、
休

日
の
メ
デ
ィ
ア
時
間
と
非
テ
ス
ト

期
間
・
テ
ス
ト
期
間
そ
れ
ぞ
れ
の

勉
強
時
間
を
分
析
し
た
結
果
、
有

意
差
が
見
ら
れ
た
項
目
は
、
女
子

の
平
日
と
休
日
の
メ
デ
ィ
ア
時
間

と
非
テ
ス
ト
期
間
の
勉
強
時
間
と

の
関
連
と
な
っ
た
。

　

図
１３
に
、
女
子
の
平
日
の
メ
デ

ィ
ア
時
間
と
非
テ
ス
ト
期
間
の
勉

強
時
間
と
の
関
連
を
示
し
た
。
勉

強
時
間
に
差
が
見
ら
れ
た
箇
所
は

１
時
間
未
満
と
、
１
時
間
以
上
３

時
間
未
満
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
平

日
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
が
３
時
間
以

上
の
女
子
は
非
テ
ス
ト
期
間
の
勉

強
が
１
時
間
未
満
の
人
が
多
く
、

平
日
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
が
３
時
間

未
満
の
女
子
は
、
非
テ
ス
ト
期
間

の
勉
強
が
１
時
間
以
上
３
時
間
未

満
の
人
が
多
く
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

　

図
１４
に
、
女
子
の
休
日
の
メ
デ

ィ
ア
時
間
と
非
テ
ス
ト
期
間
の
勉

強
時
間
と
の
関
連
を
示
し
た
。
勉

強
時
間
に
差
が
見
ら
れ
た
箇
所
は

３
時
間
以
上
５
時
間
未
満
だ
っ

た
。
つ
ま
り
、
休
日
の
メ
デ
ィ
ア

利
用
が
３
時
間
未
満
の
女
子
は
、

非
テ
ス
ト
期
間
の
勉
強
も
３
時
間

以
上
５
時
間
未
満
の
人
が
多
く
、

長
い
時
間
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

男子と比較し、女子は運動を体育授業時間以外に運動している生徒が少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 性別と体育授業以外の運動頻度との関連（p<0.05） 

 

 

図 4 は平日と休日の睡眠時間について、男子と女子とを比較した。 

平日は男子と比較し、女子の睡眠時間が短く、休日は男子と比較し、女子の睡眠時間が長かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 睡眠時間の男女差（p<0.05） 
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図 ３　性別と体育授業以外の運動頻度との関連

男子と比較し、女子は運動を体育授業時間以外に運動している生徒が少なかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 性別と体育授業以外の運動頻度との関連（p<0.05） 

 

 

図 4 は平日と休日の睡眠時間について、男子と女子とを比較した。 

平日は男子と比較し、女子の睡眠時間が短く、休日は男子と比較し、女子の睡眠時間が長かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 睡眠時間の男女差（p<0.05） 
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平
日
の
起
床
時
刻
、
体
育
授
業

以
外
の
運
動
頻
度
、
平
日
と
休
日

の
睡
眠
時
間
の
３
つ
に
性
差
が
見

ら
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
や

勉
強
時
間
に
差
は
な
か
っ
た
。

　

図
２
は
、
性
別
と
起
床
時
刻
と

の
関
連
を
示
し
た
。
男
子
と
比
較

し
、
女
子
の
方
が
７
時
ま
で
に
起

床
し
て
い
る
生
徒
が
多
い
。
男
子

は
起
き
る
の
が
遅
め
の
傾
向
の
よ

う
だ
。

　

図
３
は
、
性
別
と
体
育
授
業
以

外
の
運
動
頻
度
と
の
関
連
を
示
し

た
。
男
子
と
比
較
し
、
女
子
は
体

育
授
業
時
間
以
外
に
運
動
し
て
い

る
生
徒
が
少
な
か
っ
た
。
今
年
度

の
国
際
生
の
運
動
部
加
入
率
（
全

校
、
５
月
現
在
）
は
、男
子
５４
・
４

％
に
対
し
女
子
は
２２
・
９
％
と
い

う
デ
ー
タ
が
あ
る
が
、
こ
の
結
果

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

図
４
は
、
平
日
と
休
日
の
睡
眠

時
間
に
つ
い
て
、
男
子
と
女
子
と

を
比
較
し
た
。
平
日
は
、
男
子
と

比
較
し
て
女
子
の
睡
眠
時
間
が
短

く
、
休
日
は
男
子
と
比
較
し
て
女

子
の
睡
眠
時
間
が
長
か
っ
た
。

　

運
動
頻
度
に
つ
い
て
、
学
年
差

が
見
ら
れ
た
。
メ
デ
ィ
ア
利
用
時

間
や
勉
強
時
間
に
差
は
な
か
っ
た
。

　

図
１
は
、
学
年
と
運
動
習
慣
と

の
関
連
を
示
し
た
。
国
際
生
は
、

学
年
が
上
が
る
と
運
動
を
し
な
い

割
合
が
顕
著
に
増
加
し
て
い
る
。

部
活
動
の
引
退
や
、
勉
強
に
シ
フ

ト
す
る
生
徒
が
増
え
る
の
が
原
因

だ
ろ
う
か
。

　

調
査
１１
項
目
全
て
に
記
載
漏
れ

や
記
入
ミ
ス
の
な
か
っ
た
計
４
８

０
人
（
１
年
生
＝
男
子
６３
人
、
女

子
１
２
８
人
、
２
年
生
＝
男
子
６３

人
、
女
子
１
４
０
人
、
３
年
生
＝

男
子
２６
人
、
女
子
６０
人
）
を
分
析

の
対
象
と
し
た
。

　

調
査
結
果
の
分
析
は
、
富
山
大

学
教
育
学
部
講
師
の
澤
聡
美
先
生

（
身
体
教
育
学
）
の
全
面
協
力
の

も
と
、
進
め
た
。
統
計
処
理
は
、

統
計
解
析
ソ
フ
ト
で
あ
るSPSS

図 １　学年と体育授業以外の運動頻度との関連

33．．結結果果  

33--11..  学学年年差差がが見見らられれたた生生活活習習慣慣  

運運動動頻頻度度ににつついいてて、、学学年年差差がが見見らられれたた。。メメデディィアア時時間間やや勉勉強強時時間間にに差差ははななかかっったた。。  

 

図 1 は学年と運動習慣との関連を示した。学年が上がると運動をしない割合が顕著に増加した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 学年と体育授業以外の運動頻度との関連（p<0.05） 

 

33--22..  性性差差がが見見らられれたた生生活活習習慣慣  

平日の起床時刻、体育授業以外の運動頻度、平日と休日の睡眠時間に性差が見られた。 

メディア時間や勉強時間に差はなかった。 
 

図２は性別と起床時刻との関連を示した。 

男子と比較し、女子の方が 7 時までに起床している生徒が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 性別と起床時刻との関連（p<0.05） 

図 3 は性別と体育授業以外の運動頻度との関連を示した。 
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　近年のメディア（スマホ、ゲーム、テレビなど）
の普及により、高校生がメディアを利用する時
間が増加し、勉強時間が減少している傾向があ
る。国際生がメディアとうまく付き合い、より
良い生活習慣のもと、効率よく勉強に取り組め
る方法を探るため、 ６月初旬、全校生徒を対象
に質問紙調査によるアンケート調査を実施した。
　調査の内容は、1 . 平日のメディア（スマホ、
ゲーム、テレビなど）の １日の平均利用時間、
2 . 休日のメディアの １日の平均利用時間、
3 . 平日の就寝時刻、 4 . 平日の起床時刻、
5 . 平日の平均睡眠時間、 6 . 休日の平均睡眠時
間、 7 . 睡眠不足感、 8 . 朝食摂取、 9 . 体育の
授業以外の運動頻度、10. テスト期間以外の日
の勉強時間、11. テスト期間中の勉強時間。

国　際　生
アンケート メディア（ スマホ

ゲーム
テレビなど）利用が

勉強・睡眠時間に悪影響徹底分析
監修：富山大学
　澤聡美 先生
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③
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④
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図 ４　睡眠時間の男女差

次に、過去の研究結果から 3 時間以上のメディア時間と望ましくない生活習慣との関連が報告されて

いることから、メディア時間を 3 時間未満と 3 時間以上に分けて分析を行った。 

男女別に平日メディア時間と非テスト期間の勉強時間、平日のメディア時間とテスト期間の勉強時

間、休日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間、休日のメディア時間とテスト期間の勉強時間をそ

れぞれ分析した結果、有意差が見られた項目は、女子の平日と休日のメディア時間と非テスト期間の勉

強時間との関連であった。 

図 13 に女子の平日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連を示した。勉強時間に差が見

られた箇所は 1 時間未満と 1 時間以上 3 時間未満であった。つまり、女子は平日のメディア時間と非

テスト期間の勉強時間に関連が見られ、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒に非テスト期間の勉強

時間が 1 時間未満の者が多く、平日のメディア時間が 3 時間未満の生徒に非テスト期間の勉強時間が 1

時間以上 3 時間未満の者が多くいることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13. 女子の平日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連 
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図１３　女子の平日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連

33--33..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと勉勉強強時時間間のの関関連連  
3-1 と 3-2 の分析から、複数の生活習慣項目において性別と関連が見られたことから、性別に分けて分

析を行った。はじめに、国際生のメディア利用と勉強時間の実態を図 5～12 に示した。 

図 5．男子の平日のメディア時間        図 6．女子の平日のメディア時間 

図 7．男子の休日のメディア時間（p<0.05）      図 8．女子の休日のメディア時間 

図 9．男子の非テスト期間の勉強時間     図 10．女子の非テスト期間の勉強時間 

 図 11．男子のテスト期間の勉強時間     図 12．女子のテスト期間の勉強時間 
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33--33..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと勉勉強強時時間間のの関関連連  
3-1 と 3-2 の分析から、複数の生活習慣項目において性別と関連が見られたことから、性別に分けて分

析を行った。はじめに、国際生のメディア利用と勉強時間の実態を図 5～12 に示した。 

図 5．男子の平日のメディア時間        図 6．女子の平日のメディア時間 

図 7．男子の休日のメディア時間（p<0.05）      図 8．女子の休日のメディア時間 

図 9．男子の非テスト期間の勉強時間     図 10．女子の非テスト期間の勉強時間 

 図 11．男子のテスト期間の勉強時間     図 12．女子のテスト期間の勉強時間 
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33--33..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと勉勉強強時時間間のの関関連連  
3-1 と 3-2 の分析から、複数の生活習慣項目において性別と関連が見られたことから、性別に分けて分

析を行った。はじめに、国際生のメディア利用と勉強時間の実態を図 5～12 に示した。 

図 5．男子の平日のメディア時間        図 6．女子の平日のメディア時間 

図 7．男子の休日のメディア時間（p<0.05）      図 8．女子の休日のメディア時間 

図 9．男子の非テスト期間の勉強時間     図 10．女子の非テスト期間の勉強時間 

 図 11．男子のテスト期間の勉強時間     図 12．女子のテスト期間の勉強時間 
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33--33..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと勉勉強強時時間間のの関関連連  
3-1 と 3-2 の分析から、複数の生活習慣項目において性別と関連が見られたことから、性別に分けて分

析を行った。はじめに、国際生のメディア利用と勉強時間の実態を図 5～12 に示した。 

図 5．男子の平日のメディア時間        図 6．女子の平日のメディア時間 

図 7．男子の休日のメディア時間（p<0.05）      図 8．女子の休日のメディア時間 

図 9．男子の非テスト期間の勉強時間     図 10．女子の非テスト期間の勉強時間 

 図 11．男子のテスト期間の勉強時間     図 12．女子のテスト期間の勉強時間 
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33--33..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと勉勉強強時時間間のの関関連連  
3-1 と 3-2 の分析から、複数の生活習慣項目において性別と関連が見られたことから、性別に分けて分

析を行った。はじめに、国際生のメディア利用と勉強時間の実態を図 5～12 に示した。 

図 5．男子の平日のメディア時間        図 6．女子の平日のメディア時間 

図 7．男子の休日のメディア時間（p<0.05）      図 8．女子の休日のメディア時間 

図 9．男子の非テスト期間の勉強時間     図 10．女子の非テスト期間の勉強時間 

 図 11．男子のテスト期間の勉強時間     図 12．女子のテスト期間の勉強時間 
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33--33..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと勉勉強強時時間間のの関関連連  
3-1 と 3-2 の分析から、複数の生活習慣項目において性別と関連が見られたことから、性別に分けて分

析を行った。はじめに、国際生のメディア利用と勉強時間の実態を図 5～12 に示した。 

図 5．男子の平日のメディア時間        図 6．女子の平日のメディア時間 

図 7．男子の休日のメディア時間（p<0.05）      図 8．女子の休日のメディア時間 

図 9．男子の非テスト期間の勉強時間     図 10．女子の非テスト期間の勉強時間 

 図 11．男子のテスト期間の勉強時間     図 12．女子のテスト期間の勉強時間 
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33--33..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと勉勉強強時時間間のの関関連連  
3-1 と 3-2 の分析から、複数の生活習慣項目において性別と関連が見られたことから、性別に分けて分

析を行った。はじめに、国際生のメディア利用と勉強時間の実態を図 5～12 に示した。 

図 5．男子の平日のメディア時間        図 6．女子の平日のメディア時間 

図 7．男子の休日のメディア時間（p<0.05）      図 8．女子の休日のメディア時間 

図 9．男子の非テスト期間の勉強時間     図 10．女子の非テスト期間の勉強時間 

 図 11．男子のテスト期間の勉強時間     図 12．女子のテスト期間の勉強時間 
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図１５　男子の平日のメディア時間と就寝時刻との関連

図 14 に女子の休日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連を示した。勉強時間に差が見

られた箇所は 3 時間以上 5 時間未満であった。つまり、女子は休日のメディア時間と非テスト期間の勉

強時間に関連が見られ、休日のメディア時間が 3 時間未満の生徒に非テスト期間の勉強時間が 3 時間以

上 5 時間未満の者が多くいることが分かった。 

 

 
図 14. 女子の休日のメディア時間と非テスト期間の勉強時間との関連 

 

33--44..  メメデディィアア（（ススママホホ、、ゲゲーームム、、テテレレビビななどど））のの１１日日のの平平均均利利用用時時間間とと生生活活習習慣慣のの関関連連  
男女別に平日メディア時間と生活習慣（就寝時刻、起床時刻、朝食摂取、運動頻度、睡眠不足感）と

の関連を分析した。有意差が見られた項目は、以下の通りであった。 

男子の平日のメディア時間と関連が見られた生活習慣は、就寝時刻、睡眠不足感、平日の睡眠時間で

あった。男子の休日のメディア時間と関連が見られた生活習慣は起床時刻であった。 

女子の平日のメディア時間と関連が見られた生活習慣は、平日の睡眠時間であった。女子の休日のメ

ディア時間と関連が見られた生活習慣は運動頻度であった。図 15～20 に示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15. 男子の平日のメディア時間と就寝時刻との関連 

図 15 より、平日メディアを 3 時間以上利用する生徒に 24 時以降に就寝する者が多かった。 
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図１７　男子の平日のメディア時間と平日の睡眠時間

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16. 男子の平日のメディア時間と睡眠不足感との関連 

図 16 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒に睡眠不足感を感じる生徒が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17. 男子の平日のメディア時間と平日の睡眠時間 

図 17 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒の方が、平日の睡眠時間が短かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18. 男子の休日のメディア時間と起床時刻との関連 

図 18 より、休日メディアを 3 時間以上利用する生徒に 8 時台、7 時台に起床する者が多かった。 
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図１９　女子の平日のメディア時間と平日の睡眠時間

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19. 女子の平日のメディア時間と平日の睡眠時間 

図 19 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒の方が、平日の睡眠時間が短かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20. 女子の休日のメディア時間と運動習慣 

図 20 より、休日のメディア時間と運動習慣に関連が見られた。週 1 日運動している割合が高いのは

休日 3 時間以上メディアを利用している生徒であり、週 4 日以上運動している割合が高いのは、休日 3

時間未満メディアを使用している生徒であった。 

 

44..  結結果果のの特特徴徴 

・休日のメディア利用時間では、2 年生の男子に 5 時間以上（長時間）利用する生徒が見られた。 

・メディア利用時間や勉強時間に、学年や性別で差はなかった。 
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比較して、睡眠時間が短かった。 

 ・男子は、平日のメディア利用時間が 3 時間以上の群で、就寝時刻が遅く、睡眠不足感を感じている

者の割合が多かった。また、休日のメディア利用時間が 3 時間以上の群で、起床時刻が遅かった。 
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図１６　男子の平日のメディア時間と睡眠不足感との関連

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16. 男子の平日のメディア時間と睡眠不足感との関連 

図 16 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒に睡眠不足感を感じる生徒が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17. 男子の平日のメディア時間と平日の睡眠時間 

図 17 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒の方が、平日の睡眠時間が短かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18. 男子の休日のメディア時間と起床時刻との関連 

図 18 より、休日メディアを 3 時間以上利用する生徒に 8 時台、7 時台に起床する者が多かった。 
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図１８　男子の休日のメディア時間と起床時刻との関連

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16. 男子の平日のメディア時間と睡眠不足感との関連 

図 16 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒に睡眠不足感を感じる生徒が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 17. 男子の平日のメディア時間と平日の睡眠時間 

図 17 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒の方が、平日の睡眠時間が短かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 18. 男子の休日のメディア時間と起床時刻との関連 

図 18 より、休日メディアを 3 時間以上利用する生徒に 8 時台、7 時台に起床する者が多かった。 
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図２０　女子の休日のメディア時間と運動習慣

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19. 女子の平日のメディア時間と平日の睡眠時間 

図 19 より、平日のメディア時間が 3 時間以上の生徒の方が、平日の睡眠時間が短かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 20. 女子の休日のメディア時間と運動習慣 

図 20 より、休日のメディア時間と運動習慣に関連が見られた。週 1 日運動している割合が高いのは

休日 3 時間以上メディアを利用している生徒であり、週 4 日以上運動している割合が高いのは、休日 3

時間未満メディアを使用している生徒であった。 
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国際生の
生活習慣を斬る

　近年、スマホやゲーム、テレビなどのメディアが急 速に普及し、それらの利便性や娯楽性の強さから手放
すことができず、使わない日はない、という状態だ。 つい、だらだらと長時間使ってしまい、依存している
という人も少なくない。一方で、それは私たち高校生 にとって大切な勉強や生活習慣に悪影響を及ぼす、と
いう声がある。メディアとは切っても切り離せない関 係にある私たちは、どのような対策をとっていけばよ
いのだろうか。

　【特集 １】
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分
か
り
や
す
く
話
す
高
道
先
生
（
左
）
＝
保
健
室

　

ま
ず
、
最
近
の
保
健
室
の
利
用

生
徒
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
女
子

が
全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い

る
と
い
う
。
そ
の
一
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
は
、
男
子
生
徒
と
女

子
生
徒
の
運
動
量
の
差
。
新
聞
部

の
全
校
生
徒
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
体
育
授
業
以
外
に
運
動
し
て

い
る
女
子
は
男
子
と
比
較
し
て
少

な
か
っ
た
。
ま
た
、
週
４
日
以
上

運
動
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
を
切

り
取
る
と
、
女
子
生
徒
の
人
数
の

割
合
は
男
子
生
徒
の
３
分
の
１
に

も
満
た
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。

　

次
に
、
メ
デ
ィ
ア
と
睡
眠
時
間

の
関
係
が
保
健
室
利
用
の
原
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
保
健
室
を
利

用
す
る
生
徒
の
多
く
が
、
夜
中
の

２
時
や
３
時
ま
で
ス
マ
ホ
を
見
て

寝
不
足
に
な
り
、
朝
か
ら
保
健
室

を
訪
れ
て
い
る
。
高
道
先
生
は

「
高
校
生
で
あ
れ
ば
７
～
８
時
間

の
睡
眠
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
た
め
、

夜
１０
時
に
は
床
に
就
く
と
い
う
生

活
が
理
想
に
な
る
」
と
話
し
た
。

し
か
し
、
調
査
結
果
か
ら
、
テ
ス

ト
期
間
に
な
る
と
睡
眠
時
間
を
普

段
よ
り
も
大
幅
に
削
っ
た
り
、
一

夜
漬
け
を
し
て
一
睡
も
せ
ず
に
登

校
す
る
生
徒
も
少
な
く
な
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。
テ
ス
ト
期
間
に
夜

遅
く
ま
で
勉
強
し
て
し
ま
う
の
は

仕
方
の
な
い
こ
と
だ
が
、
そ
の

分
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
や
適

度
な
運
動
を
徹
底
し
て
生
活
管
理

を
見
直
し
、
改
善
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
一
方
、
メ
デ

ィ
ア
の
せ
い
で
睡
眠
時
間
を
削
っ

て
い
る
生
徒
の
場
合
は
、
メ
デ
ィ

ア
の
利
用
時
間
が
多
す
ぎ
る
と
目

や
心
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す

た
め
、
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い

方
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
、
学
校
で
元
気
に
過
ご

す
た
め
に
は
朝
の
過
ご
し
方
も
大

き
く
関
わ
っ
て
く
る
。
朝
起
き
た

ら
太
陽
を
浴
び
て
脳
を
起
こ
し
、

朝
食
を
し
っ
か
り
摂
る
こ
と
で
臓

器
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
朝
は
脳
と
臓
器
も
起
こ
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
重
要
」
と
高
道
先
生
。

　

最
後
に
、
高
道
先
生
か
ら
国
際

生
に
向
け
「
朝
食
と
睡
眠
は
毎
日

し
っ
か
り
摂
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま

る
夏
は
絶
対
に
熱
中
症
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
お
願

い
を
託
さ
れ
た
。【
川
口
は
る
ひ
】

　

新
聞
部
は
６
月
１７
日
、
保
健
室
の
高
道
保
衣
先
生
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
見
え
る
国
際
生
の
生
活
習
慣

に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
た
。

　

新
聞
部
は
、
国
際
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
専
門
的
な
分
析
に
全
面
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
富
山
大
学
教
育
学

部
共
同
教
員
養
成
課
程
講
師
の
澤
聡
美
先
生
の
研
究
室
を
訪
れ
、
国
際
生
の
生
活
習
慣
の
傾
向
な
ど
を
聞
い
た
。
身

体
教
育
学
が
専
門
の
澤
先
生
は
、
主
に
幼
少
児
の
運
動
遊
び
と
生
活
習
慣
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
分
析
結
果

①
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
時
間
と
勉
強

時
間
に
学
年
で
差
は
な
く
、
運
動

習
慣
に
は
学
年
で
差
が
あ
り
、
学

年
が
上
が
る
ご
と
に
運
動
を
し
な

い
割
合
が
増
加
し
て
い
る
傾
向
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
澤
先
生

は
「
全
国
的
に
み
て
も
女
子
は
学

年
が
上
が
る
ご
と
に
運
動
を
し
な

い
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
適
度

な
運
動
は
生
活
習
慣
の
改
善
に
も

つ
な
が
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

②
で
、
全
く
運
動
し
な
い
女
子

の
割
合
が
４
割
と
、
高
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
中
学
校
か
ら
だ
ん
だ

ん
し
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
と
い

う
。
こ
れ
は
全
国
的
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

　

睡
眠
時
間
に
も
男
女
に
差
が
見

ら
れ
た
が
、
国
際
生
で
特
筆
す
べ

き
な
の
は
男
女
と
も
に
、
平
日
と

休
日
で
睡
眠
時
間
に
差
が
見
ら
れ

る
こ
と
。
こ
れ
は
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ジ
ェ
ッ
ト
ラ
グ
」（
社
会
的

な
時
差
ぼ
け
）
と
言
い
、
社
会
的

に
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
そ
う

だ
。「
多
く
寝
れ
ば
良
い
わ
け
で

は
な
い
が
、
平
日
休
日
と
も
に
７

時
間
前
後
の
適
切
な
睡
眠
を
取
る

こ
と
が
必
要
。
ま
た
、
休
日
の
メ

デ
ィ
ア
利
用
時
間
の
長
さ
は
、
月

曜
の
保
健
室
利
用
に
つ
な
が
っ
て

い
る
可
能
性
も
あ
る
。
改
善
す
る

べ
き
」
と
澤
先
生
は
指
摘
し
た
。

内
閣
府
の
調
査
か
ら
も
、
睡
眠
時

間
が
減
っ
た
人
は
昨
年
よ
り
増
加

し
、
健
康
状
態
の
満
足
度
も
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

る
。
睡
眠
は
私
た
ち
の
健
康
状
態

に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
適
切

な
睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が

難
し
い
人
は
、
３０
分
早
く
寝
て
み

る
こ
と
か
ら
始
め
て
は
ど
う
だ
ろ

う
か
。
ま
た
、
手
軽
な
運
動
も
睡

眠
の
質
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。

　

③
で
、
男
女
と
も
に
平
日
の
メ

デ
ィ
ア
平
均
利
用
時
間
に
学
年
で

大
差
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
休

日
の
メ
デ
ィ
ア
平
均
利
用
時
間
で

男
子
に
差
が
あ
り
、
２
年
生
男
子

の
５
割
が
５
時
間
以
上
と
、
全
学

年
で
一
番
使
用
し
て
い
る
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。
平
日
の
メ
デ
ィ

ア
利
用
時
間
は
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
３
時
間
未
満
が
適

切
。
国
際
生
に
限
ら
ず
、
３
時
間

以
上
利
用
し
て
い
る
人
に
は
肥
満

や
体
調
不
良
の
人
が
多
い
と
い
う
。

　

勉
強
時
間
に
１
～
３
年
生
で
差

は
な
か
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
平
均
利

用
時
間
と
非
テ
ス
ト
期
間
の
勉
強

時
間
を
比
較
す
る
と
、
女
子
に
だ

け
違
い
が
見
ら
れ
た
。

　

澤
先
生
か
ら
「
生
活
習
慣
は
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
積
み
重
ね
。
ま

た
、
母
親
が
中
心
の
日
本
文
化
で

は
、
子
ど
も
の
睡
眠
時
間
に
母
親

が
影
響
し
て
い
る
」
と
興
味
深
い

指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
の
状
況
か
ら

最
近
で
は
、
親
子
で
健
康
ア
ッ
プ

を
目
指
す
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

【
藤
田
実
呼
】

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
解
説
す
る
澤
先
生
＝
富
山
大
学

①
テ
ス
ト
期
間
の
勉
強
の
仕
方

・
ワ
ー
ク
を
繰
り
返
す

・
計
画
を
立
て
る

・
課
題
を
す
る

・
プ
リ
ン
ト
、
ノ
ー
ト
を
見
直

す
・
友
達
と
勉
強
す
る

・
解
説
動
画
を
見
る

・
移
動
時
間
に
勉
強
す
る

・
単
語
帳
、
赤
シ
ー
ト
な
ど
を

活
用
し
て
暗
記

・
ク
イ
ズ
レ
ッ
ト
な
ど
勉
強
ア

プ
リ
を
使
う

・
自
分
の
問
題
を
ま
と
め
る

・
授
業
の
要
点
を
押
さ
え
る

・
基
礎
問
題
を
徹
底
す
る

・
教
科
書
を
声
に
出
し
て
読
む

・
人
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
る

・
勉
強
す
る
時
間
を
決
め
る

②
勉
強
の
合
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

方
法

・
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

・
勉
強
の
場
所
を
変
え
る

・
推
し
の
ラ
イ
ブ
を
眺
め
る

・
料
理
を
す
る

・
歌
う

・
踊
る

・
友
達
と
遊
び
に
行
く

・
犬
と
遊
ぶ

・
鳥
の
声
を
聴
く

・
ぼ
ー
っ
と
す
る

③
勉
強
す
る
と
き
に
決
め
て
い
る

こ
と

・
ス
マ
ホ
を
使
う
時
間
を
決
め
る

・
勉
強
す
る
時
間
を
決
め
る

・
計
画
を
立
て
る

・
ス
マ
ホ
を
近
く
に
置
か
な
い
、

電
源
を
切
る

・
テ
レ
ビ
を
見
な
い

・
こ
ま
め
に
休
憩
す
る

・
勉
強
の
場
所
を
変
え
る

・
集
中
が
切
れ
る
ま
で
続
け
る

・
机
の
上
を
綺
麗
に
す
る

・
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い

・
す
ぐ
に
調
べ
る

・
一
人
の
静
か
な
場
所
で
す
る

・
ス
マ
ホ
を
お
や
す
み
モ
ー
ド

に
す
る

・
気
分
が
乗
ら
な
い
時
は
し
な

い
・
自
分
の
娯
楽
と
な
る
も
の
を

親
に
預
け
る

・
一
つ
の
教
科
に
集
中
し
な
い

・
散
歩

・
寝
る

・
本
、
漫
画
を
読
む

・
音
楽
を
聴
く

・
筋
ト
レ

・
ス
マ
ホ
を
触
る

・
ゲ
ー
ム

・
お
菓
子
を
食
べ
る

・
お
風
呂
に
入
る

・YouTube

を
見
る

・
楽
器
を
演
奏
す
る

・
ド
ラ
マ
を
見
る

適
度
な
睡
眠
と
運
動
必
要

適
度
な
睡
眠
と
運
動
必
要

メ
デ
ィ
ア
利
用
は
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

メ
デ
ィ
ア
利
用
は
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

富
山
大
学・澤
先
生
に
き
く

富
山
大
学・澤
先
生
に
き
く

朝
食
と
睡
眠
は
毎
日
し
っ
か
り

朝
食
と
睡
眠
は
毎
日
し
っ
か
り

保
健
室・高
道
先
生
に
き
く

保
健
室・高
道
先
生
に
き
く

屋
内
で
で
き
る
運
動
を

屋
内
で
で
き
る
運
動
を

御
福
春
希（
元
部
長
）

御
福
春
希（
元
部
長
）

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
２
０
２
２
年
卒
業

上
越
教
育
大
学
学
校
教
育
学
部
初
等
教
育
教
員
養
成
課
程
１
年

　

特
に
、
運
動
部
に
所
属
し
て
い

な
い
人
は
、YouTube

等
で
屋
内

で
出
来
る
運
動
を
調
べ
、
行
う
べ

き
だ
と
思
う
。
私
は
自
転
車
通
学

だ
っ
た
た
め
運
動
不
足
に
な
り
づ

ら
か
っ
た
が
、
冬
場
は
特
に
運
動

不
足
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
積
極

的
に
行
う
べ
き
だ
と
思
う
。
寝
る

前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
も

お
す
す
め
。

体
育
を
大
事
に
し
よ
う

体
育
を
大
事
に
し
よ
う

石
附
恵
佳（
元
副
部
長
）

石
附
恵
佳（
元
副
部
長
）

国
際
英
語
コ
ー
ス
２
０
２
２
年
卒
業

早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
１
年

　

早
寝
早
起
き
を
す
る
こ
と
。
私

は
、
朝
勉
は
本
当
に
向
い
て
い
な

か
っ
た
の
で
や
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
土
日
も
平
日
と
同
じ
時

間
に
起
き
て
、
出
か
け
た
り
す
る

こ
と
で
早
起
き
を
維
持
し
て
い
ま

し
た
。

　

３
食
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
。

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
こ
と
。
適

度
な
運
動
を
す
る
こ
と
。
体
育
を

大
事
に
し
よ
う
。

早
寝
早
起
き
を

早
寝
早
起
き
を

吉
村
裕
子（
元
副
部
長
）

吉
村
裕
子（
元
副
部
長
）

特
進
コ
ー
ス
２
０
２
２
年
卒
業

都
留
文
科
大
学
文
学
部
国
文
学
科
１
年

　

当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
早
寝
早
起
き
を
習
慣
付

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

す
。特
に
夜
は
、２３
時
頃
に
は
就
寝

す
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
で
、

朝
の
目
覚
め
も
よ
く
、
日
中
の
授

業
や
部
活
動
に
も
集
中
し
て
取
り

組
め
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

規
則
正
し
い
生
活
を

規
則
正
し
い
生
活
を

米
田
喬
生

米
田
喬
生

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
２
０
２
２
年
卒
業

専
門
学
校
東
京
ア
ナ
ウ
ン
ス
学
院
演
技
科
１
年

　

早
寝
早
起
き
や
、
１
日
３
食
食

べ
る
な
ど
の
規
則
正
し
い
生
活
を

心
が
け
る
こ
と
。
食
事
も
バ
ラ
ン

ス
良
く
食
べ
、
偏
食
を
し
な
い
。

優
先
順
位
ふ
ま
え
計
画
的
に

優
先
順
位
ふ
ま
え
計
画
的
に

前
川
温
美（
元
部
長
）

前
川
温
美（
元
部
長
）

国
際
英
語
コ
ー
ス
２
０
２
１
年
卒
業

富
山
大
学
人
文
学
部
英
米
言
語
文
化
コ
ー
ス
２
年

　

や
る
べ
き
こ
と
と
そ
の
優
先
順

位
を
踏
ま
え
て
計
画
的
に
動
き
、

睡
眠
時
間
を
し
っ
か
り
確
保
す
る

こ
と
。
私
は
４０
分
間
バ
ス
に
乗
っ

て
通
学
し
て
い
た
た
め
、
テ
ス
ト

期
間
は
そ
の
時
間
を
テ
ス
ト
範
囲

の
復
習
に
使
い
、
帰
宅
後
は
教
科

に
も
よ
る
け
れ
ど
２
～
３
時
間
ほ

ど
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

　

体
育
の
授
業
を
真
面
目
に
受
け

て
お
く
こ
と
（
高
校
を
出
て
だ
ん

だ
ん
運
動
す
る
機
会
が
減
っ
た
の

で
体
育
は
貴
重
）。

睡
眠
時
間
確
保
が
大
切

睡
眠
時
間
確
保
が
大
切

森
山
穂
乃
香（
元
副
部
長
）

森
山
穂
乃
香（
元
副
部
長
）

特
進
コ
ー
ス
２
０
２
１
年
卒
業

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教
育
学
部
特
別
支
援
教
育
専
修
１
年

　

睡
眠
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
。

一
時
期
、
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
時

期
は
体
力
面
と
精
神
面
共
に
辛
か

っ
た
で
す
。
記
憶
力
も
低
下
す
る

た
め
、
勉
強
を
し
て
も
あ
ま
り
身

に
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

体
調
を
崩
し
や
す
く
も
な
っ
て
し

ま
う
た
め
、
各
自
、
自
分
に
合
っ

た
睡
眠
時
間
は
出
来
る
限
り
と
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。

睡
眠・運
動・他
者
と
の

睡
眠・運
動・他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

澤
田
諒
太（
元
副
部
長
）

澤
田
諒
太（
元
副
部
長
）

特
進
コ
ー
ス
２
０
２
１
年
卒
業

中
京
大
学
文
学
部
歴
史
文
化
学
科
２
年

　

「
睡
眠
時
間
の
確
保
」
が
大
切

だ
と
思
う
。
実
際
、
高
校
在
学
時

に
生
徒
会
や
部
活
動
で
睡
眠
時
間

を
削
り
す
ぎ
た
こ
と
で
、
倒
れ
て

し
ま
っ
た
経
験
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

ま
た
、
受
験
生
に
限
定
す
れ

ば
、
睡
眠
時
間
に
加
え
て
「
運

動
」
と
「
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
」
が
健
康
に
は
必
須

だ
。
前
者
は
、
引
き
こ
も
っ
て
勉

強
す
る
受
験
生
に
と
っ
て
は
つ
き

も
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
運
動
不

足
に
な
っ
て
し
ま
う
。
私
は
入
学

し
て
以
降
、
受
験
太
り
を
解
消
す

る
た
め
に
半
年
以
上
の
期
間
を
費

や
し
た
の
で
、
運
動
を
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
と
非
常
に
後
悔
し
て

い
る
。
後
者
に
関
し
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
が
挙
げ
ら

れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
な
け
れ
ば
心
理
的
に
不
健
康

に
な
っ
て
し
ま
い
、
他
者
と
の
交

流
の
機
会
を
失
っ
て
し
ま
う
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
心
身
と
も
の
ヘ
ル
ス
を
謳

っ
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
面
で

は
心
理
的
な
健
康
も
考
え
て
、
適

度
に
ス
ト
レ
ス
を
解
放
す
べ
き
だ
。

夜
更
か
し
厳
禁

夜
更
か
し
厳
禁

中
島
龍
生

中
島
龍
生

特
進
コ
ー
ス
２
０
２
１
年
卒
業

富
山
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
２
年

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
早

寝
早
起
き
を
心
が
け
る
こ
と
こ
そ

が
健
康
的
に
過
ご
す
秘
訣
だ
と
思

い
ま
す
。
夜
更
か
し
を
す
る
と
次

の
日
に
遅
刻
し
て
し
ま
っ
た
り
眠

気
か
ら
集
中
力
を
欠
い
た
り
と
、

負
の
影
響
を
強
く
受
け
て
し
ま
い

ま
す
。
夜
更
か
し
を
す
る
理
由
の

多
く
が
友
人
と
の
通
話
や
ネ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン
だ
と
予
想
さ
れ
る
の

で
、
早
寝
早
起
き
を
す
る
こ
と
で

翌
日
の
早
朝
に
生
ま
れ
た
時
間
を

使
っ
て
ダ
ラ
ダ
ラ
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
。
早
寝
早
起
き
を
す
る
習
慣

を
持
て
ば
、
遅
刻
す
る
こ
と
や
時

間
に
追
わ
れ
る
こ
と
、
睡
眠
時
間

を
削
る
と
い
っ
た
事
柄
か
ら
解
放

さ
れ
る
の
で
、
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

三
度
の
食
と
運
動
を

三
度
の
食
と
運
動
を

高
島
拓
馬（
元
副
部
長
）

高
島
拓
馬（
元
副
部
長
）

特
進
コ
ー
ス
２
０
２
０
年
卒
業

信
州
大
学
経
法
学
部
総
合
法
律
学
科
経
済・企
業
法
務
コ
ー
ス
３
年

　

三
食
の
食
事
を
摂
る
こ
と
。
ま

た
７
～
８
時
間
の
睡
眠
時
間
を
確

保
す
る
こ
と
。
運
動
部
で
な
い
人

は
定
期
的
に
運
動
す
る
こ
と
。

寝
る
寝
る
3030
分
前
ス
マ
ホ
禁
止

分
前
ス
マ
ホ
禁
止

髙
野　
和

髙
野　
和

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
２
０
２
０
年
卒
業

北
陸
大
学
経
済
経
営
学
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
３
年

　

高
校
生
の
時
は
、
適
度
な
運
動

と
早
寝
早
起
き
を
心
が
け
て
、
不

規
則
な
生
活
を
し
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
い
と
思
う
。

　

他
に
は
、
寝
る
３０
分
前
く
ら
い

か
ら
ス
マ
ホ
を
い
じ
ら
な
い
こ
と

を
ナ
イ
ト
ル
ー
テ
ィ
ン
に
す
る
こ

と
が
い
い
と
思
う
。

心
の
健
康
も
考
え
て

心
の
健
康
も
考
え
て

古
井
万
大

古
井
万
大

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ス
２
０
１
９
年
卒
業

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
攻
４
年

　

体
の
健
康
に
つ
い
て
。
夜
更
か

し
し
な
い
こ
と
。
ど
ん
な
に
遅
く

な
っ
て
も
必
ず
１２
時
に
は
寝
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
夜
更
か
し

を
し
す
ぎ
る
と
、
次
の
日
の
授
業

に
集
中
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
体
調
不

良
と
授
業
内
容
の
把
握
の
遅
れ
に

つ
な
が
り
ま
す
。
時
間
の
管
理
を

す
る
癖
は
早
い
う
ち
か
ら
つ
け
て

お
く
と
後
々
、
大
学
や
就
職
活
動

な
ど
で
も
役
立
ち
ま
す
。

　

心
の
健
康
に
つ
い
て
。
僕
は
、

気
分
が
落
ち
込
ん
だ
時
は
自
分
の

趣
味
に
没
頭
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ア
ニ
メ
や
ド
ラ
マ
を
見
た

り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
音
楽
を
聴

い
た
り
、
い
ろ
い
ろ
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
一
番

手
っ
取
り
早
く
気
分
を
上
げ
て
く

れ
る
の
は
お
笑
い
を
見
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
人
気
の
芸

人
さ
ん
を
見
る
も
よ
し
、
テ
レ
ビ

番
組
を
見
る
も
よ
し
、
自
分
が
一

番
笑
え
そ
う
な
こ
と
を
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　国際生アンケートで聞い
た、①テスト期間の勉強の
仕方、②勉強の合間のリフ
レッシュ方法、③勉強する
ときに決めていることの ３
点について、多く挙げられ
たものを紹介する。

おすすめの
勉強法・リフレッシュ法

国際生アンケートから

メ
デ
ィ
ア
利
用
と
生
活
習
慣
・

学
習
維
持
は
両
立
で
き
る
は
ず

特　集
まとめ

　新聞部ＯＢ・ＯＧで大
学や専門学校在学中の１１
人の先輩達に、国際生時
代の生活を振り返っても
らい、望ましい生活習慣
についてアドバイスをも
らった。（敬称略）

国際高の後輩にアドバイス
望ましい生活習慣 身につけて

新聞部
OB＆OGにきく

　

私
達
は
ま
ず
、
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
時
間
が
国
際
生
の
生
活
習
慣
や

勉
強
時
間
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
を
調
査
し
、
大

学
の
先
生
の
ご
協
力
も
仰
い
で
徹

底
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、

メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
や
勉
強
時
間

に
学
年
や
性
別
の
差
は
み
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
平
日
と
休
日
そ
れ
ぞ

れ
の
メ
デ
ィ
ア
利
用
時
間
と
非
テ

ス
ト
期
間
の
勉
強
時
間
と
の
関
連

と
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
長
時
間
利

用
者
は
勉
強
時
間
が
少
な
い
傾
向

に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
メ
デ
ィ
ア

の
利
用
時
間
が
増
え
る
こ
と
で
、

勉
強
時
間
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
勉

強
時
間
の
減
少
は
、
勉
強
す
る
こ

と
を
習
慣
づ
け
な
い
と
な
か
な
か

改
善
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
勉

強
開
始
時
刻
の
固
定
化
や
、
メ
デ

ィ
ア
の
利
用
時
間
の
制
限
な
ど
の

工
夫
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
少

な
く
て
も
い
い
の
で
、
日
々
の
生

活
の
中
に
必
ず
勉
強
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
時
間

が
多
い
生
徒
は
睡
眠
時
間
が
短

く
、
睡
眠
不
足
を
感
じ
て
い
る
生

徒
が
多
い
と
い
う
結
果
も
み
ら
れ

た
。
メ
デ
ィ
ア
の
長
時
間
利
用
が

睡
眠
時
間
を
削
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
睡
眠
よ
り
も
メ
デ
ィ
ア
の
利

用
を
優
先
し
て
し
ま
っ
て
い
る
人

が
少
な
く
な
い
の
だ
。
睡
眠
は
私

達
の
健
康
状
態
に
大
き
く
関
係
し

て
い
る
。
睡
眠
時
間
の
減
少
は
、

今
や
社
会
的
な
課
題
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
が
、
高
校
生
の
私
達
は
自

己
の
時
間
管
理
を
適
切
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
睡
眠
は
７
時

間
前
後
の
時
間
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
が
、
い
き
な
り
は
難
し
い
と

い
う
人
は
３０
分
程
度
の
手
軽
な
時

間
か
ら
早
く
寝
る
こ
と
を
始
め
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

富
山
大
学
で
は
、
国
際
生
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

取
材
を
行
っ
た
。
分
析
で
は
運
動

時
間
の
低
下
と
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

時
間
の
増
加
に
関
係
性
が
見
ら

れ
、
メ
デ
ィ
ア
の
利
用
時
間
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
必
然
と
運
動
に

割
く
時
間
は
少
な
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
意
識
的
な
行

動
を
と
ら
な
い
と
、
す
ぐ
に
運
動

不
足
と
な
っ
て
し
ま
う
。
最
近

は
、
屋
内
で
も
で
き
る
運
動
も
メ

デ
ィ
ア
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
た
め
、
運
動
不
足
を
感
じ
た

時
や
隙
間
時
間
に
行
っ
て
み
る
だ

け
で
も
生
活
習
慣
の
改
善
が
期
待

で
き
る
。
ま
た
、
平
日
の
メ
デ
ィ

ア
利
用
時
間
は
３
時
間
未
満
が
適

切
と
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
国

際
生
が
そ
れ
を
超
過
し
て
い
る
と

い
う
事
実
に
関
し
て
、
国
際
生
に

限
ら
ず
３
時
間
以
上
メ
デ
ィ
ア
を

利
用
し
て
い
る
人
に
は
肥
満
や
体

調
不
良
の
人
が
多
い
傾
向
が
あ

る
、
と
の
興
味
深
い
デ
ー
タ
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
か

ら
、
適
度
な
運
動
は
生
活
習
慣
の

改
善
の
た
め
に
必
要
と
言
え
る
。

運
動
は
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
も
つ

な
が
る
。
私
達
が
健
康
体
で
い
る

た
め
に
も
、
運
動
は
と
て
も
重
要

と
な
っ
て
く
る
。
メ
デ
ィ
ア
を
長

時
間
利
用
し
、
あ
と
は
寝
て
ば
か

り
の
日
々
を
見
つ
め
直
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ

ア
を
使
う
な
と
い
う
の
は
ほ
ぼ
不

可
能
な
こ
と
だ
が
、
だ
か
ら
と
言

っ
て
見
境
な
し
に
利
用
す
る
こ
と

は
適
切
と
は
言
え
な
い
。
大
切
な

の
は
、
ど
の
よ
う
に
使
う
か
だ
。

本
校
の
よ
う
に
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
な
ど

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
活
用
す

れ
ば
、
調
べ
な
が
ら
効
率
的
に
学

習
で
き
る
の
は
有
利
な
点
と
言
え

る
。
メ
デ
ィ
ア
活
用
に
は
メ
リ
ッ

ト
が
多
く
あ
る
。
私
達
が
意
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
依
存

し
な
い
こ
と
だ
。
メ
デ
ィ
ア
に
は

中
毒
性
が
あ
り
、
そ
の
利
用
の
仕

方
に
よ
っ
て
は
生
活
習
慣
の
み
な

ら
ず
、
脳
の
発
達
や
健
全
な
発
育

に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。
家
族
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
減
る
こ

と
、
成
績
の
低
下
や
睡
眠
時
間
の

減
少
も
デ
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
せ
っ
か
く
の
リ
ソ
ー
ス

を
、
私
達
は
有
効
活
用
し
て
い
く

べ
き
な
の
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、

適
度
な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
、
食

事
と
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
こ
れ
ら
を

意
識
し
な
が
ら
メ
デ
ィ
ア
と
向
き

合
う
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
課

題
と
な
る
だ
ろ
う
。【

森
井
波
琉
】

特集 １

国際生の
生活習慣を斬る

　近年、スマホやゲーム、テレビなどのメディアが急 速に普及し、それらの利便性や娯楽性の強さから手放
すことができず、使わない日はない、という状態だ。 つい、だらだらと長時間使ってしまい、依存している
という人も少なくない。一方で、それは私たち高校生 にとって大切な勉強や生活習慣に悪影響を及ぼす、と
いう声がある。メディアとは切っても切り離せない関 係にある私たちは、どのような対策をとっていけばよ
いのだろうか。

【特集 １】　
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国際生
アンケート

コ
ロ
ナ
で
利
用
控
え

コ
ロ
ナ
で
利
用
控
え  

ま
だ
過
半
数

ま
だ
過
半
数

家
の
人
の
仕
事
に
影
響

家
の
人
の
仕
事
に
影
響
１８１８・・８８
％％

　

国
際
生
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
お
店
の
増
減
や
業
種
に
つ
い
て
調
査
す
る
た
め
、
５
月
、
全
校
生
徒
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
有
効
回
答
数
は
４
３
６
人
。

Ｑ
１　

最
近
、
家
の
近
く
で
新
し

く
で
き
た
お
店
は
あ
り
ま
す
か
？

業
種
と
と
も
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
校
生
徒
の
家
の
近
く
に
で
き

た
店
舗
と
そ
の
業
種
を
調
べ
た
。

増
え
た
業
種
順
で
並
べ
る
と
、
①

飲
食
店
、
②
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
③
家
電

量
販
店
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

飲
食
店
は
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
経

営
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
客
の
減

少
と
い
っ
た
原
因
か
ら
な
く
な
る

お
店
も
多
か
っ
た
が
、
そ
の
分
、

コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
を
見
せ
て

き
た
今
だ
か
ら
こ
そ
営
業
を
始
め

る
お
店
も
増
え
て
い
る
。
オ
ー
プ

ン
が
今
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
働
く
場
所
の
な
い
ア
ル

バ
イ
ト
が
増
え
た
こ
と
。
そ
の
よ

う
な
人
に
働
く
場
所
を
提
供
し
よ

う
と
す
る
お
店
が
今
、
開
店
す
る

の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
で

営
業
を
や
め
て
し
ま
っ
た
空
き
店

舗
の
増
加
も
関
係
し
て
い
る
。
空

き
店
舗
と
な
っ
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
に
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
が
入

る
な
ど
、
多
種
多
様
な
変
化
を
遂

げ
て
い
る
。

Ｑ
２　

最
近
、
家
の
近
く
で
閉
店

し
た
お
店
は
あ
り
ま
す
か
？
業
種

と
も
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

閉
店
し
た
店
舗
が
多
い
業
種
順

に
並
べ
る
と
、
①
飲
食
店
、
②
コ

ン
ビ
ニ
、
③
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
と
な
っ
た
。
新
聞
部
が
行
っ
た

取
材
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
飲

食
店
は
店
内
で
の
マ
ス
ク
な
し
で

の
飲
食
、
会
話
な
ど
に
よ
り
感
染

が
拡
大
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
時

短
営
業
や
営
業
停
止
の
よ
う
な
対

策
が
と
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
対

策
を
行
い
な
が
ら
も
売
り
上
げ
を

出
す
の
は
大
変
難
し
い
。
そ
の
よ

う
な
理
由
か
ら
閉
店
し
た
店
舗
が

多
い
。
ま
た
、
様
々
な
商
品
を
売

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

は
、
食
品
以
外
の
売
り
上
げ
が
大

幅
に
下
が
っ
た
。
在
宅
勤
務
で
昼

食
を
家
で
と
る
人
が
増
え
、
観
光

地
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
観
光
客
の
減

少
に
よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し

た
。
急
激
な
需
要
の
低
下
が
閉
店

の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
半
数
近
く
の
生
徒
が
、

家
の
近
く
で
閉
店
し
た
お
店
は
な

い
と
答
え
た
。
閉
店
し
た
お
店
が

全
体
で
見
る
と
少
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
チ
ェ

ー
ン
店
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ

っ
て
全
国
各
地
に
あ
る
店
舗
を
閉

店
し
た
と
い
う
例
も
多
か
っ
た

が
、
小
型
店
舗
も
多
い
富
山
県
は

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
も
運
営
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

Ｑ
３　

最
近
、
よ
く
行
っ
て
い
る

お
店
は
ど
こ
で
す
か
？
業
種
と
と

も
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

よ
く
行
っ
て
い
る
順
に
並
べ
る

と
、
①
飲
食
店
、
②
コ
ン
ビ
ニ
、

③
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な

り
、
閉
店
し
た
お
店
の
順
と
同
じ

だ
っ
た
。
飲
食
店
に
行
く
理
由
と

し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
家
族
と

食
事
に
行
く
、
友
達
と
食
事
に
行

く
な
ど
だ
っ
た
。
コ
ン
ビ
ニ
に
行

く
理
由
は
、
何
か
し
て
い
る
間
に

も
立
ち
寄
り
や
す
い
、
飲
み
物
や

食
べ
物
を
気
軽
に
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
意
見
が
多
か

っ
た
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は

休
日
に
遊
び
に
行
く
な
ど
の
理
由

か
ら
３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
は
椅
子

な
ど
を
定
期
的
に
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
し
た
り
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は

人
が
食
べ
終
わ
る
都
度
、
消
毒
を

行
う
な
ど
、
努
力
し
て
い
る
こ
と

が
新
聞
部
が
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
。
最
善
の

対
策
が
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Ｑ
４　
Ｑ
３
で
答
え
た
お
店
に
は
、

ど
れ
く
ら
い
の
人
数
で
行
く
こ
と

が
多
い
で
す
か
？

　

「
２
人
」
が
４１
・
７
％
で
最
も

多
く
、
次
に
「
１
人
」
が
２１
・
９

％
、「
３
人
」
が
２０
・
１
％
、「
４

人
」
が
１３
・
９
％
で
、「
５
人
以

上
」
は
２
・
３
％
と
い
う
結
果
に

な
っ
た
。
１
人
だ
け
で
利
用
す
る

人
も
一
定
数
い
る
が
、
や
は
り
人

数
が
多
く
な
る
ほ
ど
パ
ー
セ
ン
テ

ー
ジ
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
節
度

を
守
っ
て
利
用
し
て
い
る
国
際
生

が
多
い
と
言
え
る
。

Ｑ
５　

コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
を
控
え

る
よ
う
に
な
っ
た
お
店
や
場
所
は

あ
り
ま
す
か
？
そ
れ
は
ど
こ
で
す

か
？

　

「
あ
る
」
が
５２
・
７
％
、「
な

い
」
が
４７
・
２
％
で
、
ほ
ぼ
半
々

に
分
か
れ
た
。「
あ
る
」
と
答
え

た
人
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
レ
ジ
ャ
ー

施
設
な
ど
の
娯
楽
施
設
を
皮
切
り

に
、
飲
食
店
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
宿
泊
施

設
、
ス
ー
パ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
の
順
で
、
利
用
を
控
え
て
い
る

と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た
。
生
活

に
必
要
で
な
い
施
設
ほ
ど
、
利
用

が
控
え
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

Ｑ
６　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か

ら
、
家
の
人
の
仕
事
に
影
響
（
プ

ラ
ス
ま
た
は
マ
イ
ナ
ス
）
は
あ
り

ま
し
た
か
？
「
は
い
」
の
人
は
ど

ん
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　

「
は
い
」
が
１８
・
８
％
、「
い

い
え
」
が
８１
・
１
％
。
２
割
近
い

保
護
者
の
方
た
ち
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
な
っ
て
仕
事
に
影
響
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
そ
の
中
で
も
特
に
「
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
増
え
た
」、「
収

入
が
減
っ
た
」、「
営
業
時
間
が
短

く
な
っ
た
」、「
お
客
さ
ん
が
減
っ

た
」
と
い
う
回
答
が
多
く
挙
げ
ら

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
仕
事

が
減
っ
て
い
る
業
種
が
多
い
よ
う

だ
。

　

一
方
で
、「
市
役
所
の
仕
事
が

忙
し
く
な
っ
た
」
や
、「
介
護
関

係
の
職
な
の
で
以
前
よ
り
忙
し
く

な
っ
た
」
と
い
っ
た
、
感
染
対
策

や
対
処
を
す
る
側
の
仕
事
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

８

44 富山高岡線

富山高岡バイパス

富山短大口

富山国際大学
付属高等学校

北陸新幹線

本郷西

本郷

本郷東

本郷東部

野口北部

野々上

北二ツ屋

野町

北二ツ屋
願海寺

富山短大南口

㈱光地園

富山国際大学

富山短期大学

富山短期大学付属
みどり野幼稚園

東
老
田
白
石
線

●Ｄ

新
堀
川

フリークライミング
ジム・ゲッコー

某大型衣料店

●Ｃ

●Ａ

スーパーバッティング・
ビッグエッグ

●Ｂ

業種によって差あり
状況少しずつ改善

　新聞部では、国際高周辺に位置するお店や、
５月の遠足で訪れた所を取材し、コロナウイル
ス流行前後や最近の状況などについて質問した。

【質　問】
①コロナウイルスが流行する前後で、売り
上げにどのような変化がありましたか？
②このお店では、コロナウイルスが流行し
てからどのような感染症対策を行いまし
たか？
③高校生（特に国際生）に伝えたいことは？

国際高周辺の事業所＆１年遠足訪問地にきく

国
際
高
周
辺
の
大
型
衣
料
店

国
際
高
周
辺
の
大
型
衣
料
店

ス
ー
パ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

ス
ー
パ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ・・ビ
ッ
グ
エ
ッ
グ

ビ
ッ
グ
エ
ッ
グ

㈱
光
地
園

㈱
光
地
園

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム・・ゲ
ッ
コ
ー

ゲ
ッ
コ
ー

売
り
上
げ
減
少
大
き
く
な
い

売
り
上
げ
減
少
大
き
く
な
い

客
数
は
大
幅
減

客
数
は
大
幅
減

　
客
数
落
ち
込
む
も

　
客
数
落
ち
込
む
も

今
は
増
え
て
い
る
　

今
は
増
え
て
い
る
　

売
り
上
げ
に
変
化
な
し

売
り
上
げ
に
変
化
な
し

少
し
ず
つ
客
足
戻
る
も

少
し
ず
つ
客
足
戻
る
も

コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
ま
だ
ま
だ

コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
ま
だ
ま
だ

ＡＢ

Ｄ

Ｃ

　

郊
外
を
中
心
に
全
国
展
開
す
る

衣
料
品
チ
ェ
ー
ン
店
。
国
内
で
は

業
界
第
２
位
だ
。

（
匿
名
希
望
・
談
）

①
他
の
業
種
に
比
べ
る
と
、
あ
ま

り
売
り
上
げ
の
減
少
は
大
き
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
生

活
必
需
品
を
販
売
し
て
い
る
た

め
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
後
で

も
営
業
時
間
は
１
時
間
し
か
短
縮

し
て
い
な
い
た
め
で
す
。
し
か

し
、
お
客
さ
ん
の
数
は
正
確
な
デ

ー
タ
が
な
く
て
も
減
っ
て
い
る
と

分
か
る
く
ら
い
に
、
減
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。

　

国
道
８
号
線
沿
い
の
富
山
市
本

郷
東
部
に
あ
る
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
。
室
内
練
習
場
を
完
備
し

て
い
る
の
は
県
内
唯
一
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
。
少

年
野
球
大
会
も
主
催
し
て
い
る
。

（
オ
ー
ナ
ー
の
芹
田
稔
さ
ん
・
談
）

①
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ち
ろ
ん
お
客
さ

ん
は
減
っ
た
が
、
今
は
コ
ロ
ナ
前

に
は
及
ば
な
い
が
増
え
て
き
て
い

る
。

　

国
際
高
南
側
の
県
道
沿
い
に
あ

る
光
地
園
は
、
本
校
の
庭
造
り
や

木
の
剪
定
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

造
園
緑
化
事
業
を
通
じ
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
や
環
境
負
荷
の
低
減

に
取
り
組
む
。

（
代
表
取
締
役
・
光
地
広
太
郎
さ

ん
・
談
）

①
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
た
前
後
で
の

売
り
上
げ
に
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。
芝
生
管
理
や
木
の
伐
採
な
ど

が
主
な
仕
事
な
の
で
、
変
化
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
会
社
内
で
の
体
調
管
理
、
こ
ま

　

国
際
高
北
側
の
目
と
鼻
の
先
に

位
置
す
る
、
初
心
者
か
ら
エ
キ
ス

パ
ー
ト
ま
で
気
軽
に
遊
べ
る
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ

ム
。
１
９
９
５
年
の
創
業
か
ら
多

く
の
ク
ラ
イ
マ
ー
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。

　

新
聞
部
で
は
東
京
五
輪
を
目
前

に
し
た
２
０
１
９
年
に
取
材
。
当

時
は
五
輪
種
目
に
追
加
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
女
性
や
子
ど
も
の
利
用

が
増
加
し
て
い
る
と
伝
え
て
い
た
。

（
オ
ー
ナ
ー
の
土
肥
浩
嗣
さ
ん・談
）

①
お
客
さ
ん
が
減
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
多
く

②
出
入
り
口
に
消
毒
液
の
設
置

と
、
マ
ス
ク
着
用
の
呼
び
か
け
、

レ
ジ
で
お
客
さ
ん
と
店
員
と
の
間

②
対
策
は
（
感
染
が
落
ち
着
い
て

き
た
）
今
も
違
い
は
な
く
、
同
じ

こ
と
を
続
け
て
い
る
。
換
気
に
気

を
つ
け
、
用
具
の
消
毒
を
続
け
て

め
な
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
行
っ
た

り
、
除
菌
シ
ー
ト
で
物
を
拭
い
た

り
な
ど
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

③
光
地
園
の
前
で
は
花
を
植
え
て

い
ま
す
。
バ
ス
停
近
く
で
も
あ
る

の
で
国
際
生
の
鞄
が
花
に
当
た
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、
花
が
う

の
人
が
出
歩
く
機
会
が
減
っ
て
い

る
の
が
原
因
だ
と
思
い
ま
す
。
最

近
は
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
始
め
て

き
て
い
る
の
で
、
少
し
ず
つ
お
客

さ
ん
が
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
前
に
比
べ
て
客

足
は
落
ち
て
い
ま
す
。

②
出
入
り
口
に
手
指
消
毒
液
の
設

置
、
マ
ス
ク
着
用
の
呼
び
か
け
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て
換
気
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
緊
急
事

態
宣
言
の
際
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

③
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
は
楽
し
い
ス
ポ

ー
ツ
な
の
で
、
も
っ
と
気
軽
に
遊

び
に
来
て
ほ
し
い
で
す
。

皆
さ
ん
に
是
非
、
当
店
を
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
る
。

③
１
ゲ
ー
ム
（
２０
球
）
が
２
０
０

円
な
の
で
、
誰
で
も
気
軽
に
来
て

ほ
し
い
。

ま
く
育
た
な
か
っ
た
り
、
鞄
も
汚

れ
て
し
ま
う
の
で
気
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
光
地
園
の
花
に

水
を
や
っ
た
り
、
草
刈
り
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
る

方
が
い
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

某
大
型
衣
料
店（
写
真
は
加
工
し
て
あ
り
ま
す
）

国
道
８
号
線
沿
い
の
ビ
ッ
グ
エ
ッ
グ

取材に答える芹田さん（中央）

取材に答える光地さん

ゲ
ッ
コ
ー
の
内
部

取
材
に
答
え
る
土
肥
さ
ん

に
透
明
な
仕
切
り
の
設

置
を
し
ま
し
た
。
ま

た
、
職
員
間
で
の
対
策

で
は
、
昼
食
時
の
黙
食

の
徹
底
を
行
い
ま
し
た
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
活
躍
し
て
い
る
有
名

な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

や
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ

ー
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
校
生
の

Ｑ 4　最近よく行っているお店には、どれくらいの人数で行くことが多いですか？

2 人

Ｑ 5　コロナ禍で利用を控えるように
　　　なったお店や場所はありますか？

Ｑ 6　コロナ禍になってから、家の人の
　　　仕事に影響（プラスまたはマイナス）
　　　はありましたか？

1 人

3 人

4 人

5 人以上

41.7%

21.9%

13.9%

2.3%

20.1%

ない
47.2%

ある
52.7%

いいえ
81.1%

はい
18.8%

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
く
に
つ
れ
て
家

電
量
販
店
や
衣
類
店
の
よ
う
な
、

生
活
の
質
を
高
め
る
商
品
を
扱
う

店
舗
が
増
加
し
、
閉
店
数
と
開
店

数
が
と
も
に
多
く
挙
げ
ら
れ
た
飲

食
店
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
よ
う
な
接
客

を
中
心
と
し
た
業
種
が
大
き
く
入

れ
替
わ
る
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

コ
ロ
ナ
終
息
の
た
め
、
い
ま
薄
れ

つ
つ
あ
る
感
染
症
対
策
の
意
識
を

再
び
高
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
。【
村
野
魁
俐
】

記
者
の
目

コロナ禍もう２年半
地域経済に光光見えるか？

With コロナ時代 シリーズ Part Ⅴ

　新型コロナウイルスの猛威が世界中を襲ってから、 もう ２年半が経つ。まだ収束が見えない中、私達が普
段利用している店や商業施設などは今、どうしている のか。業種によって違いはあるのか、地域経済には明
るい兆しが見えるのか…。新聞部は ２年前に引き続 き、今の「リアル」な実態に迫った。

　【特集 ２】
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魚
津
水
族
館

立
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉
峰

日
本
一
親
切
な

日
本
一
親
切
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
目
指
す

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
目
指
す

今
年
春
か
ら
団
体
客
も
復
活

今
年
春
か
ら
団
体
客
も
復
活

徹
底
し
た
感
染
対
策
実
施

徹
底
し
た
感
染
対
策
実
施

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
団
体
客
減

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
団
体
客
減

「
春
」
待
ち
遠
し
い

「
春
」
待
ち
遠
し
い

　

今
年
で
１
０
４
年
の
歴
史
を
持

つ
、
日
本
に
現
存
す
る
水
族
館
の

中
で
最
も
歴
史
が
古
い
魚
津
水
族

館
（
魚
津
市
）。
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
楽
し
め
る
の
で
子
連
れ
の

方
が
多
く
利
用
し
て
い
る
。

（
職
員
の
小
杉
幹
子
さ
ん
・
談
）

①
以
前
と
比
べ
る
と
減
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
た
令

和
２
年
の
冬
に
４
月
１
日
か
ら
５

月
１７
日
ま
で
休
館
。
そ
の
休
館
が

明
け
て
も
人
が
あ
ま
り
入
ら
ず
減

少
傾
向
だ
っ
た
が
、
令
和
３
年
２

　

立
山
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
吉
峰

（
立
山
町
）
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な

ど
を
自
然
の
中
で
楽
し
め
る
テ
ー

マ
パ
ー
ク
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
施

設
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
の
で
学
生
の
団
体
客
も
よ

く
訪
れ
る
。

（
遠
足
で
絵
付
け
体
験
を
担
当
し

た
陶
農
館
職
員
の
山
田
智
子
さ

ん
・
談
）

①
今
は
、
大
き
い
団
体
客
が
前
の

月
か
ら
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
、

今
年
春
に
は
さ
ら
に
増
え
て
団
体

の
お
客
さ
ん
も
少
し
ず
つ
復
活
し

て
い
る
。

②
緊
急
事
態
宣
言
中
の
時
か
ら
お

客
さ
ん
に
マ
ス
ク
着
用
の
呼
び
か

け
、
検
温
、
消
毒
、
空
調
の
管
理

や
換
気
、
手
す
り
を
拭
い
た
り
の

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
遠

足
な
ど
で
来
る
団
体
客
に
対
し

て
、
１
日
ど
れ
だ
け
入
れ
る
か
な

ど
の
制
限
を
か
け
て
い
る
。

　

他
に
は
、
魚
の
シ
ョ
ー
や
餌
や

よ
う
に
た
く
さ
ん
来
る
こ
と
が
な

く
な
り
、
あ
ま
り
人
が
入
ら
ず
減

少
傾
向
。
コ
ロ
ナ
流
行
前
ま
で

は
、
団
体
客
が
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

よ
く
利
用
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
を
恐
れ
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
使

用
さ
れ
る
こ
と
も
減
っ
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
の
一
つ
。

　

ま
た
、
皿
の
絵
付
け
体
験
で
も

陶
農
館
の
職
員
が
講
師
と
し
て
出

張
で
来
て
い
る
た
め
、
今
は
団
体

が
来
て
も
少
な
い
人
数
し
か
受
け

り
の
時
間
を
前
ま
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
た
が
、
人

が
集
ま
っ
て
密
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
今
は
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
な
く
し

て
い
る
。
魚
の
餌
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ

ャ
が
と
て
も
人
気
で
人
が
集
ま
る

の
で
な
く
し
た
。
前
ま
で
は
缶
バ

ッ
ジ
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
も
な
く
し

て
い
た
が
、
今
は
再
開
し
た
。

③
学
生
さ
ん
た
ち
が
遠
足
な
ど
で

た
く
さ
ん
来
て
く
れ
た
ら
う
れ
し

い
。

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
前
は

５０
人
ほ
ど
受
け
入
れ
て
い
た
が
、

今
は
２０
人
ほ
ど
。
し
か
し
、
今
は

前
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ
る
状
態

で
、
団
体
客
も
来
る
こ
と
が
増
え

て
き
て
い
る
。

②
緊
急
事
態
宣
言
中
か
ら
の
コ
ロ

ナ
対
策
に
大
き
な
違
い
は
な
く
、

主
に
換
気
、
消
毒
の
２
つ
。
体
験

の
時
は
、
一
つ
一
つ
の
机
が
等
間

隔
に
空
い
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
が
保
た
れ
、
施
設
内
に
は

遠足で水中トンネルを見学する １年生遠足で絵付け体験をする １年生

消
毒
液
な
ど
の
設
置
な
ど
が
徹
底

さ
れ
て
い
た
。

③
前
の
よ
う
に
団
体
の
お
客
さ
ん

が
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
。
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
は
、
今
の
時
期
は
学
生
さ

ん
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

遠
足
な
ど
で
も
っ
と
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
て

特　集
まとめ

丁寧に説明する佐久さん＝フューチャーシティ・ファボーレ

　

今
回
の
特
集
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で

プ
ラ
ス
や
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
業

界
を
取
り
上
げ
、
コ
ロ
ナ
が
地
域

経
済
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て

考
え
た
。

　

突
然
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

が
世
界
中
を
襲
っ
て
か
ら
２
年

半
。
死
者
は
大
変
な
数
に
上
り
、

医
療
機
関
も
悲
鳴
を
あ
げ
た
。
い

ま
３
年
生
の
筆
者
は
、
国
際
高
に

入
学
し
た
最
初
の
頃
は
ず
っ
と
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
て
い
た
の

を
思
い
出
す
。
２
年
生
に
な
っ
て

初
め
て
体
育
大
会
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
３
年
生
に
な
っ
て
、
５

月
に
よ
う
や
く
研
修
旅
行
に
行
く

こ
と
も
で
き
た
が
、
全
く
前
例
の

な
い
事
態
に
直
面
し
て
き
て
、
今

後
ど
う
な
る
の
か
、
ず
っ
と
見
通

し
を
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
今
も
学
校
で
は
マ
ス
ク
を
外

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
し
ず

つ
、
以
前
の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ

る
こ
と
を
感
じ
て
い
る
。

　

地
域
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
訪
れ
た

店
は
ど
こ
も
お
客
さ
ん
が
減
り
、

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
た
。
感

染
が
増
え
て
い
た
時
期
に
は
休
業

し
た
り
時
短
営
業
し
た
り
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
従
業
員
に
感
染
者
が

出
れ
ば
営
業
停
止
に
な
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
心
配
事
が
増
え
て
い

た
。
し
か
も
消
毒
液
の
購
入
な
ど

で
出
費
も
か
さ
み
、
お
客
さ
ん
が

帰
る
た
び
に
換
気
や
消
毒
を
念
入

り
に
行
う
と
い
う
手
間
も
増
え

た
。
特
に
、
学
校
の
す
ぐ
近
く
に

あ
る
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ

ム
。
毎
日
の
登
下
校
で
前
を
通
る

が
、
こ
の
２
年
間
、
ほ
と
ん
ど
扉

が
開
い
て
い
る
様
子
が
見
え
な
か

っ
た
。
最
近
に
な
っ
て
、
よ
う
や

く
扉
が
開
か
れ
て
中
の
様
子
が
見

え
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る

姿
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
う
れ

し
く
思
っ
て
い
た
。

　

全
校
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
閉
店
し
た
身
近
な
店
舗

と
し
て
コ
ン
ビ
ニ
が
多
く
挙
げ
ら

れ
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
終

わ
り
学
校
へ
行
け
る
よ
う
に
な
っ

て
す
ぐ
、
学
校
の
す
ぐ
近
く
の
コ

ン
ビ
ニ
が
閉
店
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
国
際
生
に
は
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
特
に
切
実
に
感
じ
ら
れ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
も
自
分
の
生
活
を
顧
み
る

と
、
国
際
高
に
入
学
し
て
す
ぐ
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
り
、
同
じ
ク

ラ
ス
の
生
徒
で
あ
っ
て
も
話
す
こ

と
も
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
足
が
否
め
ず
、
い
ざ
学
校
へ
行

っ
て
も
な
か
な
か
話
せ
な
か
っ

た
。
外
へ
は
遊
び
に
行
く
こ
と
も

食
べ
に
行
く
こ
と
も
叶
わ
ず
、
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
る
一
方
だ
っ
た
。

今
回
取
材
し
た
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
は
、
外
だ
か
ら
い
い
か

と
今
年
に
な
っ
て
か
ら
訪
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
消
毒
や
マ
ス
ク
な

ど
、
感
染
対
策
は
十
分
に
取
っ
て
。

　

あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
国
際
高

は
県
内
の
高
校
の
中
で
も
先
駆
け

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
が
整
っ
て
お
り
、

緊
急
事
態
宣
言
下
で
も
家
で
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
た
め
、
学
習
に
関
し
て
は
遅

れ
を
感
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

だ
が
、
学
校
が
始
ま
っ
て
も
様
々

な
行
事
が
中
止
や
延
期
に
な
り
、

正
直
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
リ
ア
ル

な
学
校
で
も
変
わ
ら
な
い
な
、
と

感
じ
て
い
る
自
分
が
い
た
。
今
年

に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
友
達
と
一

緒
に
学
校
生
活
を
楽
し
め
る
と
い

う
環
境
に
少
し
ず
つ
戻
れ
て
い

る
、
と
実
感
し
て
い
る
。

　

取
材
す
る
中
で
、
も
ち
ろ
ん
ど

の
店
も
観
光
地
も
「
マ
イ
ナ
ス
」

に
な
っ
た
の
が
当
た
り
前
だ
が
、

コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
勤
務
体
制

を
見
直
し
た
り
と
、「
プ
ラ
ス
」

に
な
っ
た
こ
と
も
少
な
か
ら
ず
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

社
会
全
体
で
は
、
医
療
、
介
護
事

業
へ
の
関
心
が
強
ま
る
と
同
時

に
、
地
球
環
境
な
ど
自
然
資
本
に

対
す
る
消
費
者
意
識
が
高
ま
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

な
ど
で
、
新
し
い
働
き
方
や
暮
ら

し
方
へ
の
試
み
も
芽
生
え
て
い
る
。

　

普
通
に
生
活
し
な
が
ら
、
コ
ロ

ナ
を
乗
り
切
っ
て
い
こ
う
と
い
う

今
の
こ
の
流
れ
は
理
解
で
き
る
。

だ
が
、
も
し
ま
た
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ
る
事
態
に
な
ら
な
い
と

は
絶
対
に
言
え
な
い
。
こ
れ
か
ら

も
不
安
は
ま
だ
ま
だ
あ
る
。
だ

が
、
今
ま
で
の
長
い
我
慢
や
辛
か

っ
た
思
い
、
自
粛
を
要
請
さ
れ
た

不
自
由
な
生
活
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
強
く
印

象
に
残
る
は
ず
だ
。
こ
の
経
験
を

プ
ラ
ス
に
捉
え
て
、
前
を
向
い
て

歩
い
て
い
き
た
い
。�【
永
山
青
空
】

フ
ー
ド
コ
ー
ト
内
の
様
子
。
利
用
上
の
注
意
書
き
が
し
て
あ
る

フ
ァ
ボ
ー
レ
の
外
観
。
右
側
が
増
床
部
分

増床リニューアル効果で売り上げ　 も増床リニューアル効果で売り上げ　 も
コロナで飲食とアミューズメントコロナで飲食とアミューズメント

　国際生もよく利用する大型商業施設、フューチャー
シティ・ファボーレ（富山市婦中町）。２０００年からあ
る本館に加え、２０１９年１０月に新館が完成して増床リニ
ューアルオープンし、本棟部分は売り場面積で約１．４
倍に拡大した。新聞部は、運営する富山フューチャー
開発㈱営業企画部次長の佐久佳範さんに、コロナ禍に
よる変化などを聞いた。

ファボーレ
国際生 利用度高

　

前
提
と
し
て
、
フ
ァ
ボ
ー
レ
で

は
新
館
が
完
成
し
た
時
期
と
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
流
行
し
た
時
期
が

重
な
っ
て
い
た
た
め
、
単
純
比
較

は
で
き
な
い
が
、
感
染
症
の
影
響

を
加
味
し
て
も
、
専
門
店
で
の
売

り
上
げ
は
３
年
前
と
比
べ
、
１
２

１
％
に
の
ぼ
る
そ
う
だ
。
そ
の
間

に
フ
ァ
ボ
ー
レ
で
起
き
た
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
こ
と
と
言
え
ば
、
テ
ナ

ン
ト
の
数
店
舗
が
撤
退
し
た
こ

と
。
こ
こ
で
、
売
り
上
げ
の
変
化

が
起
こ
っ
た
と
い
う
。

　

フ
ァ
ボ
ー
レ
全
体
の
売
り
上
げ

の
伸
び
は
、
３
年
前
比
で
１
１
３

％
以
上
。
特
に
伸
び
た
の
は
食
品

で
新
設
し
た
ス
イ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ

ー
が
寄
与
し
２
0
７
％
、
次
に
ア

パ
レ
ル
が
１
７
７
％
だ
っ
た
。

　

下
が
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
る
の

は
、
や
は
り
飲
食
と
映
画
な
ど
の

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
。
映
画
の
売

り
上
げ
が
減
っ
た
理
由
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
は
、
映
画
制
作
自
体

が
減
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
席
が
制

限
さ
れ
た
こ
と
だ
そ
う
だ
。

　

フ
ァ
ボ
ー
レ
を
運
営
す
る
立
場

と
し
て
、
テ
ナ
ン
ト
の
店
舗
に
希

望
を
言
う
こ
と
も
あ
る
が
、
最
終

的
に
は
専
門
的
な
部
分
が
関
わ
っ

て
く
る
た
め
各
店
舗
に
運
営
を
任

せ
て
い
る
と
い
う
。

　

フ
ァ
ボ
ー
レ
全
体
と
し
て
取
っ

て
い
る
感
染
対
策
と
し
て
は
、
各

入
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
設

置
、
お
客
様
へ
の
マ
ス
ク
着
用
の

お
願
い
の
他
、
試
食
や
化
粧
品
の

タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
を
な
く
し
た
り
し

て
い
る
。
ま
た
、
飲
食
す
る
フ
ー

ド
コ
ー
ト
に
は
体
温
計
や
透
明
パ

ネ
ル
を
設
置
し
、
食
べ
終
え
た
後

に
専
従
の
清
掃
担
当
者
が
す
ぐ
に

消
毒
で
き
る
よ
う
に
徹
底
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
と

子
ど
も
の
遊
び
場
の
ソ
フ
ァ
に

は
、
安
心
し
て
遊
ん
だ
り
座
れ
た

り
す
る
よ
う
に
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

を
塗
布
し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
密
に
な
ら
な
い
よ

う
に
参
加
人
数
や
車
の
台
数
を
制

限
し
た
り
、
現
在
開
催
し
て
い
る

イ
ベ
ン
ト
は
予
約
制
に
し
た
り
し

て
い
る
。
緊
急
事
態
宣
言
中
は
、

生
活
用
品
以
外
は
閉
店
時
間
を
１

時
間
早
め
て
い
た
。

　

佐
久
さ
ん
に
、
い
ま
困
っ
て
い

る
こ
と
を
聞
い
て
み
る
と
「
物
価

が
上
昇
す
る
こ
と
で
、
商
品
の
値

上
げ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

お
客
様
は
以
前
よ
り
も
、
買
う
こ

と
を
躊
躇
し
な
が
ら
必
要
最
低
限

の
物
を
買
う
意
識
で
買
い
物
に
来

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
の
普
及
も
、
外
出
し
て

物
を
購
入
す
る
こ
と
を
躊
躇
す
る

理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
」
と

指
摘
し
た
後
、「
フ
ァ
ボ
ー
レ
の

湯
の
売
り
上
げ
も
低
迷
気
味
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
自
体
や
、
マ
ス
ク
を
外
す

こ
と
に
怖
い
と
思
う
方
が
い
る
こ

と
が
原
因
の
一
つ
で
し
ょ
う
」
と

付
け
加
え
た
。

　

今
後
、
集
客
を
増
や
す
工
夫
と

し
て
、「
日
本
一
親
切
な
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
目
指
そ
う
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
広
い
地

域
か
ら
お
客
様
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画
し

て
い
る
。「
以
前
は
高
校
生
に
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
も
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

地
域
の
皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
地
道
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
佐
久
さ
ん
。

私
た
ち
新
聞
部
に
、
高
校
生
か
ら

の
要
望
は
な
い
か
、
と
逆
質
問
し

て
い
た
。

　

「
コ
ロ
ナ
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
大

き
く
、
様
々
な
制
限
が
か
か
っ
て

い
る
中
で
も
で
き
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
高
校
時
代
を
大
切
に
、
前

向
き
に
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ボ
ー
レ

が
お
手
伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」
と

私
た
ち
高
校
生
に
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
っ
て
く
れ
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

富
山
市
内
に
も
様
々
な
施
設
が

新
し
く
で
き
て
い
く
中
、
売
り
上

げ
も
好
調
に
、
地
域
と
共
に
進
ん

で
い
る
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
シ
テ
ィ
・

フ
ァ
ボ
ー
レ
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

３
年
前
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

生
活
様
式
の
変
化
に
対
応
し
な
が

ら
、
お
客
様
を
第
一
に
今
日
も
た

く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
う
。

【
金
岡
拓
海
】

フ
ァ
ボ
ー
レ
は
、
フ
ァ
ボ
ー
レ
の
本
棟
（
本
館
、
新
館
）
と
別
棟
敷
地
の
専
門
店
か
ら
成
る
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
。
２
０
１
９
年
９
月
ま
で
は
本
館
の
み
だ
っ
た
が
、
増
床
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
２

０
１
９
年
１０
月
に
新
館
が
で
き
た
。
増
床
に
よ
り
本
棟
部
分
（
青
の
部
分
）
は
、
売
り
場
面
積
で
約

１
・
４
倍
に
拡
大
し
た
。

コロナ前の２０１９年は、ファボーレとしては特殊事情がある。
増床リニューアル工事による休業期間→売上高実績なし
増床リニューアルオープン→通常以上の売上高実績。

コロナ禍もう２年半
地域経済に光光見えるか？

With コロナ時代

　新型コロナウイルスの猛威が世界中を襲ってから、 もう ２年半が経つ。まだ収束が見えない中、私達が普
段利用している店や商業施設などは今、どうしている のか。業種によって違いはあるのか、地域経済には明
るい兆しが見えるのか…。新聞部は ２年前に引き続 き、今の「リアル」な実態に迫った。

特集 ２

年度 ２０１９
月度 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

工事期間（ ８月中旬～１０月中旬は休業）

年度 ２０２１
月度 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

・まん防により時短営業

第 ４波 第 ５波 第 ６波

年度 ２０２０
月度 ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２

・コロナ感染拡大で休業

第 １波 第 ２波 第 ３波
・ ３月末　県内初コロナ感染者

・１０／１９OPEN

年度 ２０２２
月度 ３ ４ ５

第 ６ 波

２０１９～２０２２年 ファボーレの大きな流れ

【特集 ２】　



（6）THE  PRESS  国際高176号　令和 4（2022）年 7月20日

編編編
集集
手手
集
手
帳帳帳

声
が
ら
が
ら
直
し
た
い　
　

マ
カ

特
技
は
し
っ
ぺ　
　
　
　

能
天
使

私
は
パ
ピ
コ
が
好
き　
　
　
　

春

肉
し
か
勝
た
ん　
　
　

カ
ビ
ゴ
ン

い
ち
ご
か
き
氷
食
べ
た
い

花
粉
症

お
は
よ
う
で
や
ん
す
♪　

と
う
あ

ト
マ
ト
が
好
き
で
す　
　
　
　

侑

ア
イ
ド
ル
を
学
校
に
呼
び
た
い

お
に
ぎ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
狐

パ
ル
ム
が
好
き　
　
　
　
　
　

夏

地
球
へ
行
こ
う　
　
　

ぴ
ぽ
ぱ
族

と
て
も
は
っ
ぴ
ー
で
す
わ
。
は
る

カ
ジ
キ
を
釣
り
た
い　
　
　

は
る

受
験
時
期
の
先
輩
を
煽
っ
て
ご
め

ん
な
さ
い
！
！　

や
ら
か
し
た
男

お
疲
れ
様
で
し
た
ー
！　
　
　

か

が
ん
ば
り
ま
し
た
！
！
！　
　

は

ア
イ
ス
は
ジ
ャ
ン
ボ
が
好
き　

む

心
に
銘
記
さ
せ
よ　
　
　
　

生
卵

熱
中
症
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う　は

は

薄れゆく消毒の
必要意識に警鐘

部 説

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
こ
ま

め
に
手
洗
い
、
消
毒
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
国

際
高
で
も
手
洗
い
を
怠
っ
た

り
、
登
校
時
に
消
毒
を
せ
ず
校

舎
内
に
入
っ
た
り
す
る
生
徒
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
、

確
か
に
以
前
よ
り
は
、
飲
食
店

な
ど
に
行
き
や
す
く
な
っ
た
。

こ
こ
し
ば
ら
く
中
止
が
続
い
て

い
た
イ
ベ
ン
ト
も
、
少
し
ず
つ

開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

前
の
よ
う
な
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
期
待
感
か

ら
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
意
識
で
き

て
い
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
こ
で
も
う
一
度with

コ
ロ
ナ
を
意
識
し
、
手
洗
い
や

消
毒
の
重
要
性
に
つ
い
て
再
確

認
し
た
い
。

　

ゼ
ネ
ラ
ル
リ
サ
ー
チ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

個
人
が
行
っ
て
い
る
感
染
予
防

と
し
て
、
７６
・
３
％
の
人
が
現

在
も
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
消
毒

を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
消
毒
を
し
て

い
て
も
そ
の
方
法
が
正
し
く
な

へ
の
修
学
旅
行
や
運
動
会
な
ど

の
行
事
を
開
催
す
る
場
合
に

は
、
感
染
予
防
を
念
入
り
に
行

う
こ
と
が
必
要
だ
と
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
て
い
る
。
私
た
ち
学
生
に

と
っ
て
も
、
元
の
よ
う
な
学
校

生
活
に
戻
っ
て
い
く
た
め
に
、

先
ほ
ど
の
よ
う
な
感
染
対
策
は

身
近
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
意

識
が
必
要
だ
。

　

何
も
特
別
な
こ
と
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
ま
ず
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
、
そ
れ
は
手
洗
い
、
消
毒
に

尽
き
る
。
次
に
、
人
混
み
に
は

感
染
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を

意
識
し
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
欠

か
さ
な
い
こ
と
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
も

は
や
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ

て
当
た
り
前
の
も
の
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
し
か
し
現
在
も
、
毎

日
の
よ
う
に
こ
の
ウ
イ
ル
ス
感

染
に
よ
る
死
者
が
出
て
、
医
療

機
関
に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。

　

朝
の
登
校
時
や
教
室
に
入
る

時
、「
ま
あ
い
い
や
」
と
思
う

の
で
は
な
く
、「
念
の
た
め
」

に
し
っ
か
り
と
し
た
消
毒
を
行

お
う
。
自
分
の
た
め
に
、
他
人

の
た
め
に
。

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

　

例
え
ば
、
文
部
科
学
省
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
「
学
校
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

よ
れ
ば
、
手
だ
け
で
な
く
、
普
段

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

対
策
が
完
全
に
で
き
て
い
る
人
が

少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
手

指
消
毒
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
後

に
触
る
も
の
に
菌
が
つ
い
て
い
た

ら
元
も
子
も
な
い
。
本
格
的
な
感

か
ら
繰
り
返
し
使
う
物
の
消
毒
は

欠
か
さ
ず
毎
日
行
う
必
要
が
あ
る

そ
う
だ
。

　

し
か
し
、
先
ほ
ど
の
調
査
で

は
、
感
染
予
防
を
行
っ
て
い
る
と

答
え
た
人
の
６
割
が
、
除
菌
し
て

い
る
の
は
「
手
指
の
み
」
と
回
答

染
予
防
に
は
、
外
気
に
さ
ら
さ
れ

る
衣
服
や
手
荷
物
に
も
こ
ま
め
に

除
菌
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
も
う

一
度
、
自
分
の
感
染
予
防
に
対
す

る
意
識
を
見
直
す
機
会
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

　

富
山
市
教
育
委
員
会
は
、
県
外

母
校
の
思
い
出

母
校
の
思
い
出

　

本
校
に
勤
務
す
る
中
で
、

折
々
の
行
事
に
母
校
の
こ
と
を

思
い
出
す
。
後
輩
た
ち
は
今
こ

う
し
て
い
る
だ
ろ
う
、
あ
の
時

の
仲
間
た
ち
は
今
ど
う
し
て
い

る
だ
ろ
う
と
そ
の
都
度
、
懐
か

し
く
思
う
。

　

例
え
ば
、
本
校
に
も
あ
る

「
対
面
式
」
で
あ
る
。
入
学
式

の
翌
日
行
わ
れ
る
の
が
慣
例
だ

っ
た
。
在
校
生
と
新
入
生
の
顔

合
わ
せ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
の

挨
拶
ま
で
は
、
本
校
に
お
け
る

が
ご
と
く
、
ご
く
普
通
に
見
ら

れ
る
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
私

の
高
校
の
対
面
式
の
珍
奇
な
の

は
そ
こ
か
ら
で
、
新
入
生
が
入

学
し
た
と
い
う
事
実
を
身
を
も

っ
て
実
感
す
る
の
も
こ
の
と
き

で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
嵐
の
前

の
静
け
さ
」
と
も
言
え
る
一
瞬

の
静
寂
の
後
、
先
輩
か
ら
新
入

生
に
向
か
っ
て
、
ほ
ぼ
一
斉
に

歓
迎
の
「
矢
」
が
放
た
れ
る
。

鉛
筆
や
消
し
ゴ
ム
な
ど
の
文
房

具
、
折
り
鶴
、
紙
ヒ
コ
ー
キ
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
に
当
た
っ
た
者

は
喜
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
に

は
卵
、
小
麦
粉
、
水
、
カ
エ
ル

と
い
っ
た
手
荒
い
洗
礼
を
受
け

る
者
も
い
る
。
女
の
子
の
中
に

に
な
っ
た
こ
と
を
詫
び
、
弁
償

す
る
か
ら
被
害
者
は
申
し
出
る

よ
う
に
、
ま
た
加
害
者
は
そ
の

費
用
を
負
担
す
る
よ
う
に
告
げ

る
と
、
至
る
と
こ
ろ
で
「
わ
か

っ
た
」
と
大
声
が
あ
が
り
、
果

た
し
て
被
害
は
全
て
加
害
者
負

担
で
償
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
私

も
償
い
を
受
け
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
伝
統
行
事
で
、

か
つ
て
は
全
く
の
無
礼
講
で
あ

っ
た
こ
の
儀
式
も
、
時
の
流
れ

で
、
や
る
側
に
も
管
理
す
る
側

に
も
責
任
を
持
っ
て
振
る
舞
う

べ
し
と
い
う
思
い
が
強
く
あ
っ

た
。
言
動
の
及
ぼ
し
た
結
果
に

対
し
て
、
一
方
で
は
厳
し
く
責

任
を
問
い
、
ま
た
一
方
で
は
潔

く
責
任
を
取
ろ
う
と
す
る
そ
の

姿
勢
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

長
年
に
わ
た
り
自
治
と
い
う
も

の
を
こ
と
の
ほ
か
重
ん
じ
て
き

た
母
校
の
伝
統
の
な
せ
る
業

に
、
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
の
感
動

を
覚
え
た
の
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
る
。
ナ
ン
セ
ン
ス
か

も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
は
忘
れ
え
ぬ
思
い
出
で
あ

る
。

　

長
野
県
松
本
深
志
高
等
学
校

と
い
う
わ
が
母
校
を
、
帰
郷
の

折
り
に
は
必
ず
訪
れ
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

は
服
が
汚
れ
て
泣
き
出
す
者
も
稀

に
は
い
る
が
、
け
ろ
っ
と
し
て
む

し
ろ
喜
ん
で
い
る
者
が
大
半
で
あ

る
。
親
、
兄
弟
、
知
人
、
先
輩
等

か
ら
事
前
に
聞
い
て
心
構
え
が
で

き
て
い
た
成
果
で
あ
ろ
う
。
受
け

そ
の
場
に
臨
み
、
た
だ
茫
然
と
立

ち
つ
く
す
の
み
の
不
運
な
者
も
い

る
。
私
は
と
言
え
ば
、
兄
か
ら
事

前
に
十
分
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で

心
の
準
備
は
で
き
て
い
た
が
、
そ

こ
は
元
来
要
領
が
悪
く
、
立
ち
回

る
。
こ
の
間
、
教
師
た
ち
は
横
の

方
で
日
頃
の
お
礼
の
一
撃
を
受
け

ぬ
よ
う
適
度
に
注
意
し
な
が
ら
高

見
の
見
物
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
新
入
生
た
ち
は
在
校

生
の
仲
間
入
り
を
果
た
す
わ
け
で

あ
る
が
、
こ
の
瞬
間
に
入
学
を
悔

い
る
者
の
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
で
も
私
は
、
犠
牲
に
は
な
っ

身
の
秘
伝
を
守
り
、
準
備
よ
く
傘

を
開
い
て
つ
い
で
に
友
だ
ち
も
守

る
と
い
う
奇
特
な
者
ま
で
い
る
。

し
か
し
、
一
族
に
何
の
つ
て
も
な

く
、
入
り
立
て
で
友
人
か
ら
の
情

報
も
な
い
た
め
、
全
く
の
丸
腰
で

り
の
得
意
で
な
い
私
の
こ
と
で
あ

る
。
事
前
情
報
ゆ
え
の
緊
張
か
ら

か
、
か
え
っ
て
身
の
こ
な
し
が
鈍

く
な
り
不
運
な
一
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
卵
の
「
矢
」
に
見
事
に

射
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

た
が
喜
び
を
か
み
し
め
た
一
人
だ

っ
た
。
素
直
に
伝
統
を
享
受
し
た

た
め
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
儀
式
の
終
了
直
後
に
生

徒
会
長
が
、
約
束
事
を
守
ら
な
か

っ
た
者
が
い
て
こ
の
よ
う
な
事
態

仲 井　　章 校長先生

学 生 時 代

写真は長野県松本深志高校の校舎（第一棟）。１９３３（昭和 8 ）年竣工、
国登録有形文化財（仲井校長先生 撮影）

【教頭賞】「結び」うちらセーラームーン（ 3 組） 【校長賞】「アイス」Ｃ班（ 7 組）

【特別賞】「自然に感謝」17H Ｂ（ 7 組）

【学年主任賞】「Friends」ＲＹＴ（ 3 組）

ディスカバー富山！

遠足フォトコンテスト行う

　 １ 年生は、「富山の魅力再
発見」をメインテーマとする
探究活動の一環として ５ 月１９
日、クラスごとに行き先を決
めて県内各地に遠足に出かけ
たが、その時にグループで撮
った写真で「遠足フォトコン
テスト」が行われた。

１ 年生
探究活動

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
「
デ

ィ
ス
カ
バ
ー
富
山
！
」。風
景
、食
、

絆
の
３
部
門
に
分
け
、
各
グ
ル
ー

プ
が
タ
イ
ト
ル
や
説
明
と
と
も
に

応
募
し
た
３
枚
の
写
真
を
先
生
方

が
評
価
し
、
各
賞
が
決
ま
っ
た
。

　

優
秀
作
品
は
１
年
生
の
フ
ロ
ア

に
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

　

毎
回
好
評
の
、
海
外
留
学
中
の
国
際
英
語
コ
ー
ス
生
に
よ
る
「
海
外
特
派
員
通
信
」。
今
回

は
、
昨
年
８
月
か
ら
６
月
ま
で
ア
メ
リ
カ
・
ミ
シ
ガ
ン
州
のsouth haven high school

に
留
学
し
て
い
た
土
居
夕
真
さ
ん
（
３２
Ｈ
）
に
伝
え
て
も
ら
う
。

人
を
尊
重
す
る
大
切
さ
学
ぶ

土
居　
夕
真
さ
ん（
32
Ｈ
）

Ｆ
ｒ
ｏ
ｍ
ア
メ
リ
カ

続
・
海
外
特
派
員
通
信

プ
と
異
文
化
理
解
を
目
的
に
留
学

に
行
き
ま
し
た
。
私
の
い
た
学
校

は
ア
メ
リ
カ
人
だ
け
で
は
な
く
、

メ
キ
シ
コ
人
や
中
国
人
な
ど
様
々

な
国
の
方
が
在
籍
し
て
お
り
、
多

様
な
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
あ
る
時
は
メ
キ
シ
コ

系
の
友
人
宅
に
呼
ば
れ
、
本
格
的

な
タ
コ
ス
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
、
美
味
し
さ
に
感
動
し
た
こ
と

を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
四
季
折
々
の
ス
ポ
ー
ツ

　

こ
ん
に
ち
は
、
土
居
夕
真
で

す
。
私
は
ア
メ
リ
カ
の
サ
ウ
ス

ヘ
ブ
ン
に
あ
る
公
立
高
校

south haven high school

に

１０
カ
月
間
、
通
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
ウ
ス
ヘ
ブ
ン
は
米
国
ミ
シ
ガ
ン

州
の
都
市
で
、
人
口
約
４
４
０
０

人
の
小
さ
な
町
で
す
。
ブ
ラ
ッ
ク

川
の
河
口
に
あ
る
ミ
シ
ガ
ン
湖
の

ほ
と
り
に
位
置
す
る
た
め
、
港
湾

都
市
で
す
。

　

私
は
、
語
学
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

テ
ィ
ー
に
行
っ
た
り
、
友
人
主
催

の
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
が
毎
週
の
よ

う
に
あ
っ
た
り
と
、
ア
メ
リ
カ
な

ら
で
は
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
て
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま

し
た
。

　

私
の
最
初
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
は
７
歳
と
１８
歳
の
女
の
子
が
い

る
家
庭
で
し
た
。
そ
の
家
庭
で
は

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
施
設
や
ボ
ー
リ
ン
グ
に
行
く

な
ど
し
て
週
末
を
過
ご
し
ま
し

た
。
し
か
し
食
事
が
合
わ
ず
、
ホ

ス
ト
チ
ェ
ン
ジ
を
し
ま
し
た
。
次

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
は
６
歳

の
双
子
の
女
の
子
と
９
歳
の
男
の

子
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
り
ん

ご
狩
り
や
鹿
狩
り
を
経
験
し
ま
し

た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て

も
優
し
く
、
私
と
一
緒
に
テ
ス
ト

勉
強
を
し
て
く
れ
た
り
、
宿
題
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
日
本
の
高
校
に
は

な
い
授
業
が
た
く
さ
ん
選
択
肢
の

中
に
あ
り
、
ど
れ
を
選
択
す
る
か

と
て
も
迷
い
ま
し
た
。
私
は
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
選
択
し

ま
し
た
が
、
家
族
関
係
を
学
ぶ
授

業
や
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
作
る
授
業
な
ど
も
あ
り
、
ど

れ
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。

　

授
業
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
自
分
か
ら
先
生
に
宿

題
を
確
認
し
に
い
き
、
わ
か
ら
な

い
場
所
を
積
極
的
に
聞
く
な
ど
し

て
大
切
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
留
学
体
験
の

中
で
困
難
に
遭
遇
し
た
時
、
助
け

を
待
つ
の
で
は
な
く
自
分
か
ら
行

動
し
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
経
験

を
何
度
も
重
ね
た
こ
と
で
、
自
分

で
考
え
て
行
動
す
る
力
の
大
切
さ

に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
バ
ス
ケ
と
テ
ニ
ス
を
し
て

い
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
を
す
る
こ
と

で
友
人
が
増
え
、
私
の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と

英
語
で
話
す
機
会
が
増
え
、
異
文

化
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
黒
人
差
別
を
と
て
も
身
近

に
感
じ
ま
し
た
。
私
の
所
属
し
て

い
た
バ
ス
ケ
部
の
中
で
も
差
別
が

あ
り
、
実
際
に
見
る
こ
と
で
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
部
員
全

員
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
問
題
を

乗
り
越
え
る
こ
と
で
団
結
力
が
よ

り
高
ま
り
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な

り
試
合
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
人
種
差
別

が
日
常
に
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
憤
り
も
感
じ
ま
し
た
。

　

英
語
力
の
面
で
は
、
間
違
え
て

い
た
と
し
て
も
堂
々
と
友
人
や
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
話
す
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
わ

か
ら
な
い
単
語
が
あ
っ
た
ら
翻

訳
ツ
ー
ル
を
使
う
の
で
は
な

く
、
意
味
を
聞
い
て
そ
の
場
で

覚
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
発
音
が
少
し
で
も

違
っ
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
と
頼

み
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
家
で
は
学
校

の
復
習
も
す
る
こ
と
で
、
英
語

力
が
伸
び
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
留
学
で
最
も
学
ん
だ
の

は
、
お
互
い
を
尊
重
す
る
こ
と

の
大
切
さ
で
す
。
多
様
な
文
化

を
知
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
の

視
野
や
価
値
観
も
大
き
く
変
わ

っ
た
と
感
じ
ま
す
。
国
籍
を
問

わ
ず
「
目
の
前
の
一
人
を
尊
重

す
る
こ
と
」
の
大
切
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
っ
た
人
た
ち
と
触
れ
合

う
こ
と
で
、
自
分
の
立
場
で
し

か
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
事
柄
を
多
角
的
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の

人
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
貴
重
な

財
産
と
し
て
、
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

6
月
5
日
の
卒
業
式
に
学
校
のtruck field

で
、
と
て
も
仲
良
か
っ
た
一
人
と
（
土
居
さ
ん
は
左
）

を
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
各

種
ス
ポ
ー
ツ
の
試

合
が
頻
繁
に
行
わ

れ
て
お
り
、
特
に

ラ
グ
ビ
ー
の
観
戦

が
楽
し
か
っ
た
で

す
。
観
戦
す
る
生

徒
た
ち
が
顔
に
絵

の
具
を
塗
っ
て
自

分
の
学
校
を
応
援

し
た
り
、
着
て
い

く
服
を
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
で
統
一
し

た
り
と
、
試
合
の

盛
り
上
が
り
方
が

日
本
と
違
い
ま
し

た
。
ま
た
、
学
校

主
催
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
や
プ
ロ
ム
パ
ー

　

芸
術
鑑
賞
会
が
７
月
１２
日
、短
大
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。今
回
は

音
楽
鑑
賞
で
、大
阪
か
ら
サ
ウ
ン
ド
ジ
ャ
グ
ラ
ー・ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
メ
ン
バ
ー
１２
人
を
招
い
て
珠
玉
の
ジ
ャ
ズ
を
堪
能
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
３
年
前
に

企
画
さ
れ
、
一
昨
年
に
本
校
で
行

わ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
延
期
さ
れ
て
い
た
。

　

ジ
ャ
ズ
は
現
代
音
楽
の
ル
ー
ツ

と
言
わ
れ
、
ア
フ
リ
カ
に
ル
ー
ツ

を
持
つ
人
々
の
音
楽
が
近
代
音
楽

や
楽
器
と
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
て

生
ま
れ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。

　

第
一
部
で
は
、
ビ
ッ
グ
・
バ
ン

ド
を
象
徴
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・

ナ
ン
バ
ー
「IN The Mood

」

「Sing Sing Sing

」
に
始
ま
り
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
カ
ム
カ
ム
エ

ヴ
リ
バ
デ
ィ
」
に
も
登
場
し
た

「On the Sunny Side of the 
Street

」
な
ど
を
披
露
。
さ
ら

に
、
誰
も
が
口
ず
さ
め
る
「
ル
パ

ン
３
世
の
テ
ー
マ
」
に
続
き
、

「
Ｔ
Ｖ
ヒ
ッ
ト
メ
ド
レ
ー
」
で
は

「HERO
」「
踊
る
大
捜
査
線
」
な

ど
の
有
名
な
テ
ー
マ
曲
が
次
々
に

飛
び
出
し
た
。

　

ヴ
ォ
ー
カ
ル
が
加
わ
っ
た
第
二

部
で
は
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ィ
ー
・
ワ

ン
ダ
ー
の
「Sir Duke

」
や
ル

イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の

「W
hat A W

onderful W
orld

」

を
し
っ
と
り
と
聴
か
せ
た
後
、
東

京
ス
カ
パ
ラ
ダ
イ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
「
め
く
れ
た
オ

レ
ン
ジ
」、「
ヒ
ゲ
ダ

ン
」
の
「
宿
命
」
な

ど
を
パ
ワ
フ
ル
な
歌

声
と
と
も
に
届
け
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
の

「YOUNG MAN

」
で

は
会
場
全
体
が
総
立

ち
で
、Y.M.C.A.

の

か
け
声
と
と
も
に
一

緒
に
踊
っ
て
楽
し
ん

だ
。

珠
玉
の
ジ
ャ
ズ
鑑
賞

珠
玉
の
ジ
ャ
ズ
鑑
賞

悠陽 ちゃん
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Ｐ
Ｙ

Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
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Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ

山
田
先
生
に
長
女
誕
生

山
田
先
生
に
長
女
誕
生

　

山
田
健
司
先
生
（
２３
Ｈ
担
任
・

地
歴
公
民
科
）
に
３
月
２
日
、
第

一
子
（
長
女
）
が
誕
生
し
た
。
名

前
は
悠は

る
ひ陽

ち
ゃ
ん
。
出
生
時
の
身

長
は
４９
㎝
、
体
重
２
７
１
５
ｇ
の

か
わ
い
い
女
の
子
だ
。
名
前
の
由

来
は
「
マ
イ
ペ
ー
ス
で
幸
せ
に
生

き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
の
願
い
を

込
め
て
、
い
ろ
ん
な
漢
字
の
意
味

を
調
べ
、
組
み
合
わ
せ
て
、
春
に

生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
音
も
含

め
て
名
付
け
た
」
そ
う
だ
。
奥
さ

ん
の
妊
娠
期
間
中
は
、
い
ろ
い
ろ

大
変
な
こ
と
が
続
い
た
の
で
「
頑

張
っ
た
奥
さ
ん
と
娘
に
、
感
謝
で

い
っ
ぱ
い
」
と
感
無
量
な
様
子
の

山
田
先
生
。
元
気
な
悠
陽
ち
ゃ
ん

は
、
深
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
何
度

も
両
親
を
起
こ
し
て
く
れ
る
よ
う

だ
。
山
田
先
生
は
「
名
前
の
通

り
、
何
よ
り
マ
イ
ペ
ー
ス
に
自
分

な
り
の
幸
せ
を
見
つ
け
、
幸
せ
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
上
で
、
周

り
を
少
し
で
も
幸
せ
に
で
き
る
よ

う
な
人
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
、
そ

れ
で
十
分
」
と
話
し
て
い
た
。

（右上から時計回りに）【風景部門賞】「遊覧船から眺める新湊大橋」竹田プリキュア（ 3
組）、【食部門賞】「MESI」1 − 8 OSARUs（仮）（ 8 組）、【絆部門賞】「友情ー」２ 班（ 5 組）

ジ
ャ
ズ
の
魅
力
的
な
演
奏
と
歌
声
に
、
手

を
振
り
応
え
る
生
徒
達
＝
短
大
体
育
館

★
審
査
員
コ
メ
ン
ト

【
校
長
賞
】
仲
井
校
長
先
生

　

ア
イ
ス
を
持
っ
て
い
る
友
達
、
そ
れ
を

ス
マ
ホ
で
撮
ろ
う
と
し
て
い
る
友
達
、
さ

ら
に
そ
れ
を
写
真
に
撮
ろ
う
と
し
て
い
る

友
達
。
こ
の
三
者
の
コ
ラ
ボ
が
面
白
い
構

図
を
生
み
出
し
、
そ
の
特
異
な
構
図
が
ア

イ
ス
の
お
い
し
さ
と
存
在
を
際
立
た
せ
て

い
る
。
秀
逸
の
作
品
で
す
。

【
教
頭
賞
】
青
野
教
頭
先
生

　

友
達
、
家
族
や
地
域
、
海
外
と
の
つ
な

が
り
を
見
た
人
に
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
タ

イ
ト
ル
「
結
び
」
を
付
け
た
セ
ン
ス
が
素

晴
ら
し
い
で
す
。
写
真
に
つ
い
て
も
、
船

と
陸
を
結
ぶ
ロ
ー
プ
を
ア
ッ
プ
に
し
、
遠

く
に
は
海
王
丸
が
映
し
出
さ
れ
、
と
て
も

き
れ
い
な
風
景
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
コ
メ
ン
ト
に
は
富
山
の
観
光
に

対
す
る
期
待
が
書
か
れ
、
地
元
愛
が
伝
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。


